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●立正大学入学試験日程
[一般入学試験]

出願期間 試験日 合格発表日

2月試験
（前期）

郵送（消印有効） 1月  5日（月）～ 1月24日（土） 2月  3日（火）
2月  4日（水）
2月  5日（木）

2月14日（土）インターネット 1月10日（土）～ 1月26日（月）16:59
窓口／品川キャンパス 1月26日（月）

2月試験
（後期）

郵送（消印有効） 1月19日（月）～ 2月12日（木）
2月21日（土） 2月27日（金）インターネット 1月26日（月）～ 2月14日（土）23:59

窓口／品川キャンパス 2月14日（土）

3月試験
郵送（消印有効） 2月14日（土）～ 2月25日（水）

3月  4日（水） 3月10日（火）インターネット 2月16日（月）～ 2月25日（水）17:59
窓口／品川キャンパス 2月25日（水）

[大学入試センター試験利用入学試験]
出願期間 試験日 合格発表日

前期 郵送（消印有効） 1月  5日（月）～ 1月16日（金） 個別試験は
課しません

2月14日（土）
後期 郵送（締切日必着） 2月14日（土）～ 3月11日（水） 3月19日（木）

●付属中学入学試験日程
募集人員 出願期間 試験日 入試科目 合格発表日

第1回午前
男女 計120名 1月20日（火）〜1月31日（土）

9:00〜17:00

2月1日（日）
  8:50集合

2科（国語・算数）
または
4科（国語・算数・
　　 社会・理科）

2月1日（日）14:30 校
内
掲
示
お
よ
び
ホ

ー

ム
ペ

ー

ジ
に
て

第1回午後 2月1日（日）
15:00集合 2月1日（日）21:00

第2回午前
男女 計50名 1月20日（火）〜2月1日（日）

9:00〜17:00

2月2日（月）
  8:50集合 2月2日（月）14:30

第2回午後 2月2日（月）
15:00集合 2月2日（月）21:00

第3回
中高一貫6ヵ年特待 男女 計10名 1月20日（火）〜2月3日（火）

9:00〜17:00
2月4日（水）
  8:50集合 4科のみ 2月4日（水）16:00

第4回 男女 計20名 1月20日（火）〜2月6日（金）
9:00〜17:00

2月7日（土）
  8:50集合 2科または4科 2月7日（土）14:30

●付属高校入学試験日程
募集人員 出願期間 試験日 入試科目 合格発表日

推薦入試（進学クラス） 男女 計60名 1月15日（木）〜
1月17日（土）

9:00〜17:00
1月22日（木）

9:20集合
作文（50分・600字）
面接（個人）

1月22日（木）
14:00〜14:30

封
筒
発
表

推薦入試（特進クラス） 男女 計10名

一般入試（第1回） 男女 計50名
1月25日（日）〜
2月  9日（月）

9:00〜17:00
2月10日（火）

9:00集合 学力試験
（国語・数学・英語）
面接（個人）

2月10日（火）
16:00〜16:30

一般入試（第2回） 男女 計20名
1月25日（日）〜
2月10日（火）

9:00〜17:00
2月11日（水・祝）

9:00集合
2月11日（水・祝）
16:00〜16:30

受 験 生 の皆さまへ

2015年度入学試験日程

学校法人立正大学学園　理事長　古河良晧
立正大学　学　長　山崎和海

　立正大学付属立正中学校　　　　　　　　　
立正大学付属立正高等学校　校　長　中原健次

教
育
改
革
前
進
の
年

︱
A
P
採
択
か
ら
全
学
で
の
取
組
へ
︱

学
内
で
進
む
新
た
な
授
業
デ
ザ
イ
ン
の
開
発

2015
“
オ
ー
ル
立
正
”の

教
職
協
働
で
勝
ち
取
っ
た
Ａ
Ｐ

小
松　

学
生
の
学
習
意
欲
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低

下
が
社
会
的
話
題
と
な
る
中

で
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
い
う
教
育
手
法
を
用
い
て

何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

中
で
、
文
科
省
の
A
P
の
公
募

が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

山
崎　

教
育
効
果
を
高
め
る
た

め
の
工
夫
は
こ
れ
ま
で
も
個
々

に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
連
携
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中

で
岡
村
副
学
長
（
学
事
担
当
）

が
Ｆ
Ｄ
を
う
ま
く
展
開
し
て
各

学
部
の
優
れ
た
教
育
上
の
取
り

組
み
を
可
視
化
さ
れ
、
学
生
の

能
動
的
な
学
び
を
支
え
る
施

設
・
設
備
が
連
動
し
て
整
備
さ

れ
て
く
る
な
ど
、
個
々
の
動
き

が
一
つ
に
繋
が
っ
て
き
た
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
本
件
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
学
全
体 　

昨
夏
、
本
学
の
A
P
申
請
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
（
期
間
は
5

年
間
）。
こ
の
こ
と
は
教
育
改
革
モ
デ
ル
校
と
し
て
本
学
が
社

会
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
大
学
の
教
育
力
が

問
わ
れ
る
社
会
的
状
況
の
中
で
、
新
春
対
談
と
し
て
、
今
回
の

A
P
の
総
責
任
者
で
あ
る
山
崎
学
長
と
実
際
に
企
画
を
進
め
ら

れ
た
小
松
教
授
（
地
球
環
境
科
学
部
）
に
、
A
P
採
択
の
背
景

や
意
義
、
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

の
教
育
改
革
の
引
き
金
に
な
る

と
感
じ
、
決
断
し
ま
し
た
。

小
松　

Ａ
Ｐ
申
請
で
最
も
苦
労

し
た
の
は
、
自
分
の
学
科
や
学

部
を
動
か
す
だ
け
で
も
大
変
な

の
に
、
締
切
が
迫
る
中
で
大
学

全
体
の
企
画
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
し
か

し
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、
多
数
の
教
職
員
を
巻
き

込
み
な
が
ら
申
請
ま
で
辿
り
着

け
ま
し
た
。
ま
さ
に
“
オ
ー
ル

立
正
”
体
制
で
臨
ん
だ
結
果
、

Ａ
Ｐ
審
査
の
際
も
根
拠
や
図
表

を
も
っ
て
説
得
力
の
あ
る
プ
レ

ゼ
ン
が
で
き
た
の
で
、
審
査
員

か
ら
も
具
体
的
な
質
問
が
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

教
育
改
革
モ
デ
ル
校
と
し
て

山
崎　

こ
れ
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
を
用
い
た
反
転
授
業
な
ど

に
よ
る
新
し
い
教
育
が
ま
ず
は

地
球
環
境
科
学
部
で
始
ま
り
ま

す
。本
学
は
Ａ
Ｐ
採
択
に
伴
う
、

い
わ
ば
教
育
改
革
モ
デ
ル
校
と

し
て
の
責
任
上
、
こ
れ
を
全
学

的
に
広
げ
て
教
育
の
質
的
向
上

を
図
っ
て
い
く
体
制
を
整
え
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば

か
り
か
、
公
的
資
金
を
獲
得
し

た
以
上
、
Ａ
Ｐ
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
や
成
果
を
社
会
に
も
還
元

す
べ
き
で
さ
え
あ
る
の
で
す
。

小
松　

Ａ
Ｐ
の
実
施
現
場
と
し

て
は
、
今
は
、
来
年
度
か
ら
の

本
格
実
施
に
向
け
て
い
く
つ
か

サ
ン
プ
ル
授
業
を
行
い
、
相
互

参
観
やw

ebclass

と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を

用
い
る
な
ど
し
て
、
コ
ア
と
な

る
教
職
員
間
の
情
報
共
有
を
図

り
な
が
ら
推
進
体
制
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

本
学
な
ら
で
は
の
教
育
改
革
を

山
崎　

大
学
と
い
う
と
こ
ろ
で

は
、
論
理
性
を
教
え
る

だ
け
で
な
く
、
学
生
の

感
性
も
磨
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

感
性
を
教
育
の
現
場
に

も
持
ち
込
ん
で
初
め
て
、

知
識
が
知
恵
と
し
て
本
物

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
だ
け
で
な
く
リ
ア
ル
で

ア
ナ
ロ
グ
的
な
部
分
も
追
求
す

る
今
回
の
Ａ
Ｐ
に
は
、「『
モ
ラ

リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
』
を

育
む
。」
本
学
な
ら
で
は
の
教

育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

も
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

小
松　

頑
張
り
ま
す
。

山崎和海学長

小松陽介教授

　

本
学
で
は
、
教
育
方
法
を

工
夫
す
る
多
く
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
先
駆
的

な
取
り
組
み
と
し
て
は
ク
リ
ッ

カ
ー
に
よ
る
双
方
向
型
授
業
、

最
近
で
は
i
Pa
d
を
用
い
た

日
本
経
済
新
聞
社
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
授
業
、
学
習
成
果

を
測
定
す
る
た
め
に
資
格
試
験

等
と
結
び
つ
け
た
授
業
も
あ
り

ま
す
。
産
学
官
連
携
に
よ
る
課

題
発
見
・
問
題
解
決
型
学
習

（
P
B
L
）
も
複
数
の
学
部
で
ゼ

ミ
を
中
心
に
実
践
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
て
、Skype

（
ス
カ
イ
プ
）

を
利
用
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学

生
と
の
英
会
話
授
業
や
専
門
科

目
を
外
国
語
で
学
ぶ
授
業
の
開

発
も
進
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は

学
位
授
与
の
方
針
（
D
P
）
や

教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針

（
C
P
）
と
も
連
動
し
た
体
系
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

A
P
と
は
、
平
成
26
年
度
よ

り
公
募
を
始
め
た
、
国
と
し
て

推
進
す
る
大
学
教
育
改
革
の
新

た
な
方
向
性
に
合
致
し
た
先
進

的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
文

科
省
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
本

学
は
、
学
生
の
能
動
的
な
学
び

を
促
す
教
育
方
法
を
開
発
・
実

践
す
べ
く
、
テ
ー

マ
Ⅰ
「
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

に
申
請
し
、
採
択

率
9
・
6
％
の
狭

き
門
を
突
破
し
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
科
目
で
は

予
習
用
動
画
（
い
わ
ゆ
る
反
転

授
業
）
を
活
用
し
、
i
P
a
d

を
用
い
た
双
方
向
授
業
を
展
開

し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
科
目

で
は
地
域
連
携
を
積
極
的
に
進

め
ま
す
。
ま
た
、
リ
ア
ル
教
材

に
よ
る
学
生
の
意
欲
・
知
的
好

奇
心
も
喚
起
し
ま
す
。
実
験
実

習
系
科
目
を
軸
と

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
特
徴
的
な
地
球

環
境
科
学
部
を
先

導
役
と
し
な
が
ら
、

全
学
的
な
取
り
組

み
化
と
社
会
的
還

元
を
図
り
ま
す
。

A
P（
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
）と
は

山崎和海学長

地球環境科学部
小松陽介教授

新春対談



　

私
に
は
「
音
楽
の
“
非
識
字

率
”
を
ゼ
ロ
に
し
た
い
」
と
い

う
願
い
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
子
ど
も
教
育
福
祉
学
科
の

学
生
た
ち
に
入
学
直
後
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
教
師

に
な
ろ
う
と
努
力
し
て
い
る
学

生
た
ち
の
半
数
が
「
ド
レ
ミ
が

読
め
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る

か
ら
で
す
。
私
の
母
も
、
左
手

は
Ｃ
メ
ジ
ャ
ー
し
か
押
さ
え
ら

れ
な
い
“
ド
ミ
ソ
先
生
”
で
し

た
。

　

音
楽
を
全
方
位
的
に
理
解
す

る
た
め
の
手
段
に
成
り
得
る
の

が
音
楽
教
育
メ
ソ
ッ
ド
で
す
。

私
は
リ
ト
ミ
ッ
ク
の
創
案
者

ジ
ャ
ッ
ク
＝
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
の

教
育
理
念
と
、
日
本
へ
の
リ
ト

ミ
ッ
ク
導
入
史
を
中
心
に
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
に
告
示
さ
れ
た

学
習
指
導
要
領
に
は
「
指
導
の

狙
い
に
即
し
て
体
を
動
か
す
活

動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
」
と
い

う
記
述
が
付
さ
れ
ま
し
た
。
音

楽
を
身
体
表
現
す
る
リ
ト
ミ
ッ

ク
の
方
法
は
、
広
く
体
育
、
舞

踊
、
演
劇
、
絵
画
等
の
表
現
に

も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

り
、
現
代
の
社
会
問
題
を
テ
ー

マ
に
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
で
憲

法
に
つ
い
て
論
じ
合
い
ま
す
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
相
手
を
論
理
的

に
説
得
す
る
た
め
に
は
、
文
章

力
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力

が
鍵
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
番

ま
で
の
準
備
が
大
事
で
す
。
学

生
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー

プ
で
お
互
い
の
意
見
を
尊
重
し

な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
か
ら

一
つ
に
絞
り

込
み
、
膨
大

な
文
献
や
資

料
の
収
集
と

そ
の
整
理
な

ど
に
力
を
入

れ
ま
す
。
そ

れ
を
も
と

に
、
文
章
構

成
（
論
理
の

展
開
）、
事

例
の
選
択
な

ど
に
注
意
し

な
が
ら
、
本

番
に
向
け
て

の
原
稿
を
作

成
し
ま
す
。

　

現
在
、
3

研
究
紹
介
｜
社
会
福
祉
学
部
子
ど
も
教
育
福
祉
学
科
准
教
授  

板い
た

野の

晴せ
い

子こ

ゼ
ミ
自
慢
｜
法
学
部
法
学
科
准
教
授  

岩い
わ

切き
り

大だ
い

地ち

ゼ
ミ

 　
「
体
を
動
か
し
、
心
を
解
放

（
自
由
に
）
す
る
こ
と
に
よ
り

人
格
を
形
成
す
る
」
と
い
う
教

育
理
念
に
共
感
し
た
人
物
に

は
、
日
本
の
有
史
上
の
先
人
の

体
育
、舞
踊
、演
劇
、絵
画
な
ど
に

広
く
影
響
を
与
え
る
リ
ト
ミ
ッ
ク

わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
こ
と
が

女
子
教
育
に
必
要
で
あ
る
」
と

し
、
日
本
女
子
大
学
の
初
代
体

育
教
師
と
し
て
音
楽
取
調
掛
の

作
曲
科
出
身
の
白
井
規
矩
郎
を

招
き
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
白
井

が
リ
ト
ミ
ッ
ク
を「
韻
律
体
操
」

と
邦
訳
し
て
日
本
に
紹
介
し
、

実
践
し
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
東
京
女
子
大
学
の
初

代
学
長
で
、
国
際
連
盟
の
事
務

次
長
も
務
め
た
新
渡
戸
稲
造
は

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
ジ
ャ
ッ
ク
＝
ダ

ル
ク
ロ
ー
ズ
学
園
で
2
人
の
孫

に
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
習
わ
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
渡
欧
先
で
新
渡

戸
を
訪
ね
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
を
紹

介
さ
れ
た
の
が
小
林
宗
作
。
黒

柳
徹
子
の
自
伝
的
物
語
『
窓
際

の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
に
登
場
す

る
ト
モ
エ
学
園
の
校
長
先
生
で

す
。
こ
の
ほ
か
、
美
輪
明
宏
な

ど
も
導
入
史
に
名
を
連
ね
ま
す
。

　

終
戦
後
、
平
和
へ
の
普
及
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
広
島
市

の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ピ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

や
、
環
境
保
護
運
動
の
先
駆
者

で
あ
る
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ

ン
か
ら
の
寄
付
金
を
得
て
、
広

島
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
リ
ト
ミ
ッ

ク
留
学
生
を
派
遣
し
ま
し
た
。

「
事
実
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り
」

と
思
え
る
よ
う
な
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
リ
ト
ミ
ッ

ク
の
史
的
研
究
の
醍
醐
味
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成

と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
か

ら
、
日
本
へ
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
導

入
史
の
更
な
る
探
求
を
し
て
い

く
の
が
私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
並
行

し
て
、
立
正
大
学
の
学
生
た
ち

が
メ
ソ
ッ
ド
の
理
念
と
方
法
を

学
び
、
よ
り
良
い
音
楽
授
業
を

展
開
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
自
分
自
身
が
リ
ト
ミ
シ
ャ

ン
で
あ
り
続
け
る
努
力
も
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

音
楽
教
育
法
リ
ト
ミ
ッ
ク
の
普
及
の
た
め
に
「
1
日
に
1
回
は
『
リ
ト
ミ
ッ
ク
』
と
言

う
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
板
野
先
生

リ
ト
ミック
導
入
史
の
更
な
る
探
求
を
進
め
る一方
、

リ
ト
ミ
シ
ャン
で
あ
り
続
け
る
努
力
も
続
け
る

新
渡
戸
稲
造
な
ど〝
偉
人
〟が
次
々
と
登
場

こ
れ
こ
そ
史
的
研
究
の
醍
醐
味

名
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
日
本
に

お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
開
拓

者
の
一
人
で
あ
り
、
日
本
女
子

大
学
の
創
設
者
と
し
て
知
ら
れ

る
成
瀬
仁
蔵
は
「
リ
ズ
ム
に
合

右／‌�2012年3月刊行の『ピアノレッスンのた
めのリトミック』（共訳。カワイ出版）。
今やピアノレッスンもリトミックの方法
を取り入れる時代になりました

左／‌�新渡戸稲造研究の集大成として、その
生涯、交友関係、家系、著作、思想、
揮毫、教育、学校など多角的観点か
ら光を当てた『新渡戸稲造事典』(2013
年10月刊)。新渡戸研究に初めて音楽
教育研究から切り込んだ功績が評価さ
れ、このなかに「リトミック」の項目が記
されました

小学校の授業研究「リコーダーの美しい響きを感じ取ら
せる方法は…？」

年
生
は
「
同
性
婚
」
の
問
題
を

テ
ー
マ
に
研
究
を
行
っ
て
お

り
、
ゼ
ミ
大
会
や
法
案
作
成
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

正
直
な
と
こ
ろ
、「
同
性
婚
」

の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
憲
法
の
観

点
か
ら
論
じ
、
結
論
ま
で
導
く

の
は
と
て
も
難
し
く
、
原
稿
作

成
に
は
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
が

責
任
感
を
持
ち
、
ゼ
ミ
生
が
一

丸
と
な
っ
て
協
力
し
、
真
剣
に

取
り
組
む
こ
と
で
実
力
が
つ
い

て
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た

経
験
を
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を

持
つ
こ
と
、
意
見
を
述
べ
る
際

に
自
分
な
り
に
考
え
、
そ
の
考

え
を
ま
と
め
て
か
ら
発
言
す
る

こ
と
な
ど
、
社
会
で
生
き
て
い

く
う
え
で
の
必
要
な
ス
キ
ル
を

自
然
と
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

有
意
義
な
他
大
学
と
の
連
携

国
家
の
諸
問
題
に
つ
て
も
考
え
る

　

そ
の
ほ
か
、
本
ゼ
ミ
で
は
ゼ

ミ
外
で
も
、
他
大
学
の
学
生
と

協
力
し
て
研
究
や
情
報
交
換
な

ど
を
行
い
、
憲
法
学
の
知
識
を

深
め
て
い
ま
す
。
他

大
学
と
の
連
携
は
、

ゼ
ミ
で
は
学
べ
な
い

こ
と
を
学
べ
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
普
段

の
ゼ
ミ
の
仲
間
達
以

外
の
学
生
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
で
、
自
分
の

周
り
の
人
間
関
係
も

さ
ら
に
良
い
も
の
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、

研
究
に
関
し
て
は
、

伝
統
的
な
憲
法
学
に

関
連
し
た
学
説
や
判

例
の
理
論
を
学
び
、
憲
法
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
で
、
法
学
的

な
見
地
か
ら
現
代
的
な
国
家
の

諸
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
力
を

養
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
ゼ
ミ
で
は
、

紹
介
し
た
よ
う
な
ゼ
ミ
内
外
で

の
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
、

社
会
に
出
て
も
自
分
の
意
思
で

自
ら
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
よ
う
な
学
生
を
育
成
し

て
い
ま
す
。岩切先生が「イギリスの

DWA（外交的保証付きの国
外退去）政策について」まと
めた『フラット化社会におけ
る自由と安全』（左）と、憲
法に対する理解を深め、体
系的な知識や理論を身に
つける『憲法教室』（右）。い
ずれも共著

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
繰
り
返
し

さ
ま
ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る

　

本
ゼ
ミ
で
は
、
憲
法
学
全
般

を
研
究
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
2

年
次
は
、
教
授
が
取
り
上
げ
た

過
去
の
判
例
の
検
討
や
レ
ポ
ー

ト
の
提
出
を
通
し
て
、
憲
法
の

基
礎
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

し
て
3
年
次
は
、
2
年
次
で

培
っ
た
知
識
を
も
と
に
、
憲
法

に
つ
い
て
の
知
識
を
さ
ら
に
深

め
て
い
き
ま
す
。

　

ゼ
ミ
に
お
い
て
は
、
学
生
同

士
で
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
を
作

憲
法
学
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
憲
法
が
ご
専
門
の
岩
切
先
生

ゼミ生全員で。ディベートの準備は大変ですが、一人ひとりが責任感を持ち、協力
して取り組むことで実力がついてきます

塩内滉平（法学部法学科3年）埼玉県立与野高等学校出身

ディベートや他大学との連携を通じて
憲法に対する知識を深めていく
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「
立
正
大
学
の
あ
ゆ
み
展

～
世
紀
を
超
え
て
伝
え
る
立
正
安
国
の
精
神
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
立
正
大
学
の
あ
ゆ
み
展

～
世
紀
を
超
え
て
伝
え
る
立
正
安
国
の
精
神
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

中
村
元
記
念
館
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

中
村
元は

じ
め

記
念
館
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

さまざまな講演会、講座、子ども大学…
盛況だった2014年度のイベント
本学では、さまざまな視点から一般に広く公開講座を開催しています。ここ
では、2014 年度に大学や学部が主催した様々なイベントについて、写真と
ともに振り返ります。

『
天
地
明
察
』
に
て
本
屋
大
賞

を
受
賞
し
た
作
家
の
冲
方
丁
さ

ん
を
お
招
き
し
、「
幸
せ
の
力
」

と
題
し
、「
人
が
生
き
て
い
く

た
め
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

分
け
て
開
催
し
た
仏
教
文
化
講

座
の
総
合
テ
ー
マ
は
「
人
が
生

き
て
い
く
た
め
に
は
」。
第
1

期
（
6
月
7
日
～
28
日
の
毎
週

土
曜
日
）
で
は
リ
レ
ー
方
式

（
全
4
回
）
で
講
演
会
を
開
催

し
、
第
2
期
は
（
10
月
13
日
）、

　

第
98
回
と
な
っ
た
大
学
主
催

の
公
開
講
座
（
11
月
2
日
）
の

テ
ー
マ
は
「
本
物
は
ヒ
ト
も
リ

ン
ゴ
も
腐
ら
な
い
」。熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
映
画
『
奇

跡
の
リ
ン
ゴ
』
の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
木
村
興
農
社
代
表
の
木

村
秋
則
さ
ん
と
、
本
学
客
員
教

授
で
“
ロ
ー
マ
法
王
に
米
を
食

べ
さ
せ
た
男
”
と
し
て
T
B
S

『
夢
の
扉
』
や
テ
レ
ビ
東
京
『
カ

ン
ブ
リ
ア
宮
殿
』
な
ど
に
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
高
野
誠
鮮
さ
ん

を
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
橘
花
祭
（
詳
細
は

11
面
）
も
開
催
中
で
、
遠
隔
教

育
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
品
川
キ
ャ
ン

パ
ス
に
講
座
の
様
子
を
生
中
継

し
ま
し
た
。

　

一
方
、
仏
教
学
部
が
2
回
に

　

研
究
推
進
・
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域

社
会
へ
の
開
放
的
・
知
的
な
貢

献
と
し
て
本
学
の
教
員
と
名
誉

教
授
が
直
接
市
町
村
に
出
向
き

講
義
を
行
う
「
デ
リ
バ
リ
ー
カ

レ
ッ
ジ
（
春
期
・
秋
期
）」
も

毎
回
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
を
集
め

た
「
子
ど
も
大
学
く
ま
が
や
」。
子
ど

も
た
ち
の
好
奇
心
を
刺
激
し
ま
し
た

　

昨
年
10
月
6
日
、
N
P
O
法

人
中
村
元
記
念
館
（
島
根
県
松

江
市
）
に
お
い
て
、東
京
大
学
、

島
根
県
立
大
学
ほ
か
と
の
合
同

調
印
式
が
開
催
さ
れ
、
本
学
は

中
村
元
記
念
館
と
包
括
連
携
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
今
回
の
連

携
に
よ
り
、
以
下
の
内
容
が
期

待
で
き
ま
す
。

・‌�

相
互
の
研
究
者
に
よ
る
出
張

講
座

・‌�

宿
泊
施
設
「
は
じ
め
ハ
ウ
ス
」

を
利
用
し
た
ゼ
ミ
合
宿

・‌�

　3
万
冊
以
上
の
中
村
元
博
士

の
蔵
書
を
活
用
し
た
研
究
の

促
進

・‌�

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
を
対

象
と
し
た
「
東
洋
思
想
文
化

賞
」
の
設
立
と
、
そ
れ
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
る
若
手
研

究
者
の
育
成

　

イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
学
の

世
界
的
権
威
で
あ
る
中
村
元

博
士
（
1
9
1
2
～
1
9
9
9

年
）
と
立
正
大
学
の
関
わ
り
は

深
く
、
仏
教
学
部
や
文
学
部
の

研
究
者
の
多
く
が
中
村
博
士
の

薫
陶
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
、

貴
重
な
研
究
の
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
例
と
し
て
、
1
9
6
7

年
、
東
京
大
学
に
留
学
中

で
あ
っ
た
ネ
パ
ー
ル
王
国

の
ヴ
ィ
レ
ン
ド
ラ
皇
太
子

殿
下
（
後
の
国
王
）
を
、

指
導
教
授
で
あ
っ
た
中
村

博
士
が
立
正
大
学
に
お
連

れ
く
だ
さ
っ
た
の
を
縁

に
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
と
協

定
を
結
び
、
仏
陀
釈
尊
の

生
ま
れ
た
カ
ピ
ラ
城
跡
の

可
能
性
が
高
い
テ
ィ
ラ
ウ

ラ
コ
ッ
ト
の
発
掘
調
査
が

10
年
に
わ
た
っ
て
実
現
し

ま
し
た
。

研
究
者
の
相
互
交
流
、仏
教
学
の
研
究
促
進
に
期
待
　

本学の歴史と今を多角的に紹
介した「立正大学のあゆみ展」。
たくさんの方が来場しました

　

文
学
部
は
、
10
月
1
日
～
29

日
の
毎
週
水
曜
日
、
品
川
区
と

共
催
で
「
江
戸
の
娯
楽
（
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
）
―
暮
ら
し

の
中
の
文
化
を
学
ぶ
―
」
を
共

通
テ
ー
マ
に
、「
旅
」「
歌
舞
伎
」

「
開
帳
」
な
ど
の
演
題
で
公
開

講
座
を
開
催
（
全
5
回
）。
来

場
者
は
延
べ
1
7
0
0
名
を
超

え
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
25
日

に
は
、
文
学
部
創
設
90
周
年
記

念
講
演
会
「
と
も
に
生
き
る
」

を
開
催
。
第
1
部
は
自
然
写
真

家
の
松
本
紀
生
さ
ん
に
よ
る

「
自
然
と
の
共
生
―
オ
ー

ロ
ラ
の
大
地
か
ら
―
」、

第
2
部
は
沼
義
昭
名
誉
教

授
に
よ
る
「
学
と
の
共
生

―
立
正
大
学
と
と
も
に

生
き
る
―
」。
来
場
者
を

魅
了
し
た
数
々
の
ア
ラ
ス

カ
の
写
真
と
沼
先
生
の
変

わ
ら
な
い
名
調
子
の
お
話

で
、
講
演
会
は
大
好
評
の

う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
経
営
学
部
は
、

11
月
8
日
、

浦
和
レ
ッ
ド

ダ
イ
ヤ
モ
ン

ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

の
淵
田
敬
三

さ
ん
を
お
招

き
し
、「
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
の
経
営
：
そ
の
特

殊
性
と
一
般
性
」
を
開
催
し
ま

し
た
（
関
連
記
事
は
4
面
）。

　

心
理
学
部
は
文
学
部
同
様
、

品
川
区
と
共
催
で
、「“
き
ず
な
”

の
心
理
学
―
助
け
合
い
と
こ

こ
ろ
の
幸
福
―
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
講
座
を
開
催
。
学
部
の
教

員
が
、「
自
然
災
害
お
よ
び
科

学
技
術
災
害
に
よ
る
被
災
者
の

ス
ト
レ
ス
と
精
神
健
康
」（
10

月
11
日
）
と
「
人
は
な
ぜ
助
け

合
う
の
か
：
助
け
上
手
、
助

け
ら
れ
上
手
に
な
る
た
め
に
」

熊谷キャンパスでは、3 学部が合
同で前後期、各 6 回の講演会を
開催しました

江
戸
の
文
化
、“
き
ず
な
”な
ど

多
彩
な
テ
ー
マ
の
講
座

（
10
月
18
日
）
と
題
し
た
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
3
学
部
（
法
学
部
・
社
会

福
祉
学
部
・
地
球
環
境
科
学
部
）

が
合
同
で
、
地
域
交
流
・
生
涯

学
習
支
援
を
目
的
に
、
前
期

（
6
月
～
7
月
）
と
後
期
（
10

月
～
11
月
）
に
分
け
、
各
6
回

開
催
し
ま
し
た
。
年
間
テ
ー
マ

は
「
少
子
高
齢
社
会
の
法
律
・

福
祉
・
環
境
」。
各
学
部
の
教

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
講

演
し
ま
し
た
。

来場者を魅了した自然写真家の
松本紀生さんによる講演

講
師
を
派
遣
す
る

「
デ
リ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」も
大
好
評

会
津
若
松
市
で
の
デ
リ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ

ジ
。
当
地
出
身
の
清
水
多
吉
名
誉
教
授

が
、
会
津
地
方
に
ま
つ
わ
る
歴
史
の
裏

話
を
紹
介
し
ま
し
た

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
神
奈
川
県
の
茅
ヶ
崎

市
と
座
間
市
、千
葉
県
千
葉
市
、

埼
玉
県
三
郷
市
、
栃
木
県
佐
野

市
、
茨
城
県
筑
西
市
、
群
馬
県

高
崎
市
、
岩
手
県
釜
石
市
、
福

島
県
の
会
津
若
松
市
と
郡
山
市

で
開
催
し
、
多
数
の
方
が
受
講

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
品
川
を
知
る
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
品
川
に
関
す

る
歴
史
や
文
化
、
産
業
、
自
然

な
ど
様
々
な
魅
力
に
つ
い
て
学

ぶ
「
し
な
が
わ
学
」（
全
5
回
）

を
品
川
区
と
共
催
で
開
講
。
品

川
区
長
や
本
学
学
長
も
講
師
を

務
め
ま
し
た
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
毎

年
恒
例
に
な
っ
て
い
る
「
子
ど

も
大
学
く
ま
が
や
」（
全
5
回
）

を
開
校
し
、
保
護
者
を
含
め
、

た
く
さ
ん
の
お
子
さ
ん
が
来
校

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
街
中
で
の
体
験
学
習
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
講
座
以
外
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
講
座
を
開
講
し
て

い
ま
す
。
地
域
に
開
か
れ
た
大

学
と
し
て
、
2
0
1
5
年
度
も

立
正
大
学
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

❶立正大学のあゆみ
�（本学のあゆみを石橋湛山先生の
業績とともに）

❷中村元先生と立正大学
�（記念館が冠している中村元博士の
薫陶を受けた本学教員の寄稿より）

❸島根県と立正大学の研究・活動
�（島根県をフィールドにした本学教
員の研究業績を紹介）

❹立正大学での学び
（8学部15学科の紹介）
❺�建学の精神を実践している在学生
や卒業生の紹介

❻立正大学淞南高等学校の紹介

10
月
6
日
の
調
印
式
に
て
。
提
携
に
よ
り
本

学
の
仏
教
学
の
研
究
も
さ
ら
に
進
む
も
の
と

思
わ
れ
ま
す

木村秋則氏と高野誠鮮氏の対談は、熊谷キャンパスから品川キャンパスに
生中継しました

渡邊寶陽名誉教授（左）、古河良晧理事長（右）とともに、キャ
ンパス内を見学する内野日総猊下（中央）

《
立
正
大
学
と
中
村
元
博
士
》

学園総裁来校！

　

10
月
7
日
～
11
月
9
日
の

約
１
カ
月
、
中
村
元
記
念
館

に
お
い
て
、
立
正
大
学
と
中

村
博
士
ゆ
か
り
の
テ
ィ
ラ
ウ

ラ
コ
ッ
ト
遺
跡
か
ら
の
出
土

品
を
は
じ
め
、
現
物
お
よ
び

80
枚
を
超
え
る
パ
ネ
ル
で
、

本
学
の
歴
史
と
今
を
左
記
の

視
点
か
ら
多
角
的
に
紹
介
し

ま
し
た
。

　11月27日、日蓮宗管長、
総本山身延山久遠寺法
主で本学園総裁の内

うち

野
の

日
にっ

総
そう

猊下が品川キャンパ
スに来校されました。当
日は、学生広場や石橋湛
山記念講堂などキャンパ
ス内を見学されました。

冲う
ぶ

方か
た

丁と
う

さ
ん
な
ど

話
題
の
人
が
多
数
来
校
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心
理
学
部
マ
ス
コ
ッ
ト

の
ノ
ン
子
が
、
昨
年
も
11

月
の
橘
花
祭
に
登
場
し
ま

し
た
。
3
年
連
続
で
参
加

し
た
ノ
ン
子
は
、
学
生
ら

と
共
に
大
崎
駅
か
ら
大
学

ま
で
パ
レ
ー
ド
。
橘
花
祭

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま

た
10
月
に
は
大
崎
駅
周
辺

で
開
催
さ
れ
た
「
し
な
が

わ
夢
さ
ん
橋
2
0
1
4
」

に
も
参
加
し
、
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
地
元
の
方
と

触
れ
合
い
ま
し
た
。

　

仏
教
学
部
で
は
毎
年
、
夏
期

休
暇
を
利
用
し
て
、
国
内
・
海

外
の「
仏
教
文
化
研
修
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
海
外
研

修
は
、
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ

11
日
間
の
旅
で
、
総
勢
79
名
の

大
旅
団
に
な
り
ま
し
た
。

　

法
学
部
は
2
0
1
4
年
4
月

に
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
。
現
在
、

1
年
生
は
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
2
年
生
以
上
は
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
学
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
普
段
は
1
年
生
が
先

輩
や
、
2
年
生
以
上
の
科
目
を

ナ
ー
ト
に
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、

古
都
ア
ヌ
ラ
ー
ダ
プ
ラ
遺
跡
や

巨
大
な
岩
の
宮
殿
跡
シ
ギ
リ
ヤ

ロ
ッ
ク
、
そ
し
て
ポ
ロ
ン
ナ
ル

ワ
で
世
界
遺
産
の
遺
跡
群
を
見

学
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
最
古

の
仏
典
が
書
か
れ
た
ア
ル
・
ビ

ハ
ー
ラ
を
見
学
し
た
後
、
キ
ャ

ン
デ
ィ
に
て
伝
統
舞
踊
を
観

賞
。
夜
に
は
釈
尊
の
歯
が
祀
ら

れ
て
い
る
仏
歯
寺
を
特
別
拝
観

し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
授
業
で
は
、
教
室

内
の
授
業
で
は
味
わ
え
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
五
感
を
通
し

て
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
学
生
た
ち
の
若
い

感
性
に
深
く
響
き
、
研
修
中
は

教
授
た
ち
の
専
門
知
識
に
根
ざ

し
た
解
説
が
訪
問
の
意
義
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ド
で
は
、
仏
教
研
究
の

聖
地
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
学
跡
、

マ
ガ
ダ
国
の
王
舎
城
の
跡
、
釈

尊
が
説
法
さ
れ
た
竹
林
精
舎
の

跡
、
そ
し
て
法
華
経
が
説
か
れ

た
霊り

ょ
う

鷲じ
ゅ

山せ
ん

を
参
拝
。
霊
鷲
山
で

は
、
厳
し
い
日
差
し
の
下
、
若

さ
を
力
に
、

1
時
間
法
華

経
を
読
誦
し

題
目
修
行
を

行
い
、
釈
尊

が
成
道
さ
れ

た
ブ
ッ
ダ
ガ

ヤ
に
て
研

修
。そ
の
他
、

ガ
ン
ジ
ス
川

で
沐
浴
風
景

を
見
学
し
、

釈
尊
が
初
め

て
説
法
さ
れ

た
サ
ー
ル

担
当
し
て
い
る
先
生
方
と
話
を

す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
2
年
生
に
な
る
と
専
門
ゼ

ミ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め
、
1

年
次
の
12
月
に
は
ど
の
ゼ
ミ
を

選
択
す
る
か
決
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が

分
か
れ
て
い
る
た
め
、
先
輩
や

先
生
方
か
ら
ゼ
ミ
に
関
す
る
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
法
学
部
で
は
、
11
月

30
日
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
協
議
会
が

中
心
と
な
り
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
1
年
生
を
対
象
と
し
た

「
ゼ
ミ
説
明
会
」
を
実
施
。
1

年
生
が
上
級
生
や
先
生
方
と
話

を
す
る
場
を
設
け
ま
し
た
。
当

日
は
1
年
生
2
0
0
名
以
上
が

参
加
し
、
先
輩
や
先
生
方
の
説

明
を
熱
心
に
聴
い
て
、
積
極
的

に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

定
員
以
上
の
参
加
希
望
者
か

ら
10
人
が
選
ば
れ
、
数
回
の
事

前
研
修
会
を
経
て
8
月
下
旬
に

10
日
間
ベ
ト
ナ
ム
へ
。
現
地
で

は
N
G
O
の
指
導
の
下
、
他
大

学
の
日
本
人
学
生
や
日
本
語
を

学
ぶ
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
と
チ
ー

ム
を
組
み
、
猛
暑
の
な
か
、
汗

を
流
し
て
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
通
常
の
観
光
旅
行
で
は
ま

ず
行
け
な
い
所
で
の
共
同
生
活

に
よ
っ
て
、
現
地
の
人
々
と
も

濃
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
は
2
0
0
1

年
の
設
置
以
来
、
熊
谷
の

地
で
十
数
年
の
歴
史
を
刻

ん
で
い
ま
す
。
2
0
1
1

年
3
月
11
日
に
起
こ
っ
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
震

災
直
後
か
ら
義
援
金
の
募

金
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
に
取
り
組
み
、
昨
年

も
9
月
14
日
～
17
日
に
大

学
の
財
政
的
な
支
援
の
下
、

被
災
地
復
興
応
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を
企
画
実

施
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
で
は
、
本
学
5
学
部

31
名
の
学
生
が
宮
城
県
の
南
三

陸
町
・
石
巻
市
を
訪
問
。
震
災
・

津
波
被
害
を
見
て
は
自
然
の
猛

威
に
驚
き
、
そ
の
悲
惨
さ
に
涙

し
、
被
災
農
家
で
は
農
作
業
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現

地
の
人
々
と
の
交
流
か
ら
は
、

防
災
意
識
や
つ
な
が
り
の
大
切

さ
を
理
解
し
、
人
々
の
パ
ワ
ー

や
、
復
興
の
厳
し
い
現
実
に
も

触
れ
て
、
学
び
を
深
め
る
ツ

ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
環
境
保
全
活
動
実
験
」
は

環
境
問
題
を
抱
え
る
海
外
の
現

場
へ
行
き
、
環
境
保
全
活
動
を

体
験
す
る
科
目
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
授
業
で
は
、
中
国
で

砂
漠
化
を
食
い
止
め
る
た
め

植
林
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
1
4
年
度
は
新
た
に
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
時
の
枯
葉
剤
散
布

や
、
エ
ビ
養
殖
池
・
塩
田
の
開

発
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
ベ
ト
ナ

ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
南
部
の
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
を
回
復
す
る
た

め
植
林
を
行
い
ま
し
た
。

再
び
以
前
の
よ
う
な
森
林
に
戻
っ
て
ほ

し
い
。
願
い
を
込
め
て
植
林
し
ま
し
た

　

ノ
ン
子
は
、
品
川
区
内
、
特

に
心
理
学
部
と
地
域
連
携
協
定

を
結
ん
だ
「
大
崎
駅
西
口
商
店

会
」
が
あ
る
大
崎
駅
周
辺
を
中

心
に
、
学
外
に
も
活
躍
の
場
を

広
げ
て
い
ま
す
。
ノ
ン
子
の
今

後
の
活
躍
に
、
ぜ
ひ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。
な
お
、
心
理
学
部
で

は
、
ノ
ン
子
と
一
緒
に
活
躍
し

て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
学
部
学
科
は
問
い

ま
せ
ん
。
興
味
の
あ
る
方
は
、

ま
ず
は
心
理
学
部
事
務
室
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

経
営
学
部
で
は
毎
年
、

同
窓
会
と
の
共
催
で
、
卒

業
生
を
招
い
て
の
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
も
11
月
8
日
に
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
第
二
食
堂

「
レ
パ
ス
ト
」
に
て
開
催
。

様
々
な
年
代
の
卒
業
生

が
旧
交
を
温
め
、
教
員

と
の
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
、
公
開

講
座
も
開
催
。
サ
ッ
カ
ー

J
リ
ー
グ
浦
和
レ
ッ
ド

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ
社
長
で

あ
る
淵
田
敬
三
氏
を
招

き
、「
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の
経

営
：
そ
の
特
殊
性
と
一
般
性
―

“
喜
怒
哀
楽
”
と
共
に
歩
む
浦

和
レ
ッ
ズ
―
」
を
テ
ー
マ
に
、

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ら
で
は
の

経
営
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
経
営
学
部
で
は

こ
の
よ
う
な
多
様
な
繋
が
り
を

今
後
と
も
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　

1
9
2
4
年
に
創
設
さ
れ
た

文
学
部
は
、
昨
年
、
創
設
90
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記

念
し
て
文
学
部
で
は
、
90
年
の

栄
光
の
歴
史
を
ま
と
め
た
記
念

誌
『
軌
跡
と
躍
進
』
を
刊
行
。

併
せ
て
記
念
講
演
会
、
祝
賀
会

の
開
催
を
企
画
し
、
10
月
25
日

に
「
と
も
に
生
き
る
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
本
学
文
学
部
の
沼

義
昭
名
誉
教
授
と
写
真
家
・
松

本
紀
生
氏
に
よ
る
講
演
会
を
開

催
し
、
目
黒
雅
叙
園
に
て
祝
賀

会
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
に
は
、
品
川
区
長
の

濱
野
健
氏
、
な
ら
び
に
本
学
の

古
河
良
晧
理
事
長
、
山
崎
和
海

学
長
を
は
じ
め
各
学
部
長
、
役

職
者
、
名
誉
教
授
な
ど

2
4
0
名
を
超
え
る
た

く
さ
ん
の
方
々
に
ご
参
会

い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
学

部
で
は
、
齊
藤
昇
学
部
長

の
下
、
10
年
後
の
創
設

1
0
0
周
年
に
向
か
っ
て

改
革
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

1
2
7
号
の
本
欄
で
紹
介
し
た
「
社

会
学
科
実
験
実
習
室
」
の
名
称
は
、

正
し
く
は「
社
会
学
科
調
査
実
習
室
」

で
す
。
お
詫
び
し
訂
正
し
ま
す
。

　

経
済
学
部
で
は
、

本
年
度
か
ら
日
本
経

済
新
聞
社
と
の
コ
ラ

ボ
授
業
『
ニ
ュ
ー
ス

と
経
済
学
』
を
始
め

ま
し
た
。
前
期
は
2

年
生
か
ら
4
年
生
ま

で
の
複
数
学
年
を
、

後
期
は
１
年
生
の
み

を
対
象
と
し
た
授
業

で
す
。
こ
の
授
業
を

通
し
て
、
経
済
学
部

の
学
生
に
と
っ
て
は

必
読
と
も
い
え
る
日

本
経
済
新
聞
の
記
事

に
親
し
み
、
学
部
で

学
ん
だ
経
済
学
が
実

世
界
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い

て
い
る
の
か
、
マ
ク
ロ
経
済
、

財
政
、
金
融
、
産
業
、
人
口
・

雇
用
、
国
際
経
済
等
の
テ
ー
マ

に
関
し
て
学
び
ま
す
。

　

授
業
で
は
、
学
部
教
員
が
基

礎
を
教
え
た
後
に
、
日
本
経
済

あれこれこれあれ

文
学
部
創
設
90
周
年
記
念
事
業
を
実
施

文学部

「
環
境
保
全
活
動
実
験
」ベ
ト
ナ
ム
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
林

地球環境科
学部

マ
ス
コ
ッ
ト「
ノ
ン
子
」が
学
内
外
で
活
躍
中

心理学部

復
興
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を
実
施

社会福祉
学部

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、公
開
講
座
を
開
催

経営学部

日
経
新
聞
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
が
ス
タ
ー
ト

経済学部

新
聞
の
編
集
委
員
が
講
師
と
な

り
、
同
じ
テ
ー
マ
で
実
際
の
経

済
現
象
に
つ
い
て
話
を
し
ま

す
。
こ
の
連
係
プ
レ
ー
に
よ
っ

て
、
生
き
た
知
識
を
習
得
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

近年では在学生の参加も増え、経営学部の繋がりが年代をまたいで強化
されています

当日は200 名以上の1年生が熊谷キャンパスへ。ゼミの内容
などについて積極的に質問していました

若
い
感
性
に
深
く
響
い
た

イ
ン
ド・ス
リ
ラ
ン
カ
11
日
間
の
旅

仏教学部

熊
谷
で
ゼ
ミ
説
明
会
を
実
施

法学部

現地はまだまだ復興途上。やるべき仕事はたくさんあります

橘
花
祭
を
盛
り
上
げ
た
ノ
ン
子
。
一
緒
に
活
躍

し
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
で
す

祝賀会にて、10 年後の文学部創設 100 周年に向け
て改革の意を表する齊藤学部長

上
／‌�

悟
り
を
開
い
た
釈
尊
が
初
め
て
説
法
を
行
い
た
サ
ー
ル

ナ
ー
ト
。「
鹿
野
苑
（
ろ
く
や
え
ん
）」
と
も
表
さ
れ
ま
す

下
／‌�

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
大
菩

薩
寺
で
も
読
誦
し
ま
し
た

講義ではiPad mini を用いて日本経済新聞電子版を実際に読みます
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◆場所
　品川キャンパス：1号館2階

◆課の主な業務
　学園の教職員に関する以下の業務
　・職員の採用に関すること　　・職員の研修に関すること
　・教職員の給与に関すること　・教職員の社会保険に関すること

◆学生へのメッセージ
　人事課は学生の皆さんとは直接関わることのない部署ですが、皆さんと接する教職員をサポート
することで、間接的に学生の皆さんとつながっていると思って、一生懸命に仕事をしています。学
生の皆さんにとっては、就職活動で最初に会うのが人事課あるいは人事担当の方々だと思います。
人事課は怖いというイメージがあるかと思いますが、私たちと同様、そんなことはありません。わ
からないことがあれば遠慮せずに質問をしてみてください。いろいろなことを教えていただけると
思いますよ!

皆
さ
ん
と
関
わ
り
の
深
い
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
。
間

接
的
に
皆
さ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
、
一
生

懸
命
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す

総務部人事課
教職員が安心して仕事ができるようにサポート

事務局
紹介

新里 萌さん
この人から一言

マイブームはNHKの「サラめし」。さまざ
まな職場で働く人たちのお昼ごはんの様
子が紹介されます。おもしろいですよ

◆学生時代の思い出
　広告研究会に所属し、商品の販売戦略を考えたり、それに沿っ
たメディア広告を作成したりしていました。頭の中にあるアイ
デアを、みんなでわいわい言いながら形にしていくのは大変で
したが、充実した時間だったと思います。

◆趣味
　浮世絵鑑賞

◆立正大生の印象
　きちんとあいさつをし、人の目を見て話ができる学生が多い
と感じます。

◆学生へのメッセージ
　大学で学ぶことで、自分を取り巻く環境がどんなものかだん
だん分かってくると思います。鋭い感性を大切にして、自分自
身や社会に目を向けてみてください。学生割引が利くうちに、
いろんな場所に行って、いろんなものに触れておくとよいと思
います。

5
回
「
モ
ラ
り
す
」
賞

の
表
彰
式
が
昨
年
11

月
2
日
、
橘
花
祭
（
詳
細
は
11

面
へ
）
開
催
中
の
品
川
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
モ
ラ
り
す
賞
」
は
学
術
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
そ
の
他
の
分

野
に
お
い
て
、建
学
の
精
神
（
真

実
を
求
め
至
誠
を
捧
げ
よ
う
、

正
義
を
尊
び
邪
悪
を
除
こ
う
、

和
平
を
願
い
人
類
に
尽
そ
う
）

を
具
現
化
し
た
『「
モ
ラ
リ
ス

ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」を
育
む
。』

を
体
現
す
る
顕
著
な
業
績
を
収

め
、
立
正
大
学
の
名
を
高
め
た

立
正
大
学
生
を
褒
賞
し
、
立
正

大
学
へ
の
帰
属
意
識
お
よ
び
学

生
の
志
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
5
回
の
受
賞
者
と
そ
れ
ぞ

れ
の
受
賞
理
由
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。

俣
さ
ん
が
海
外
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
大
学
2
年
の
時
。「
農
村

開
発
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
か

な
い
か
」
と
い
う
誘
い
で
、
ネ

パ
ー
ル
の
小
さ
な
村
に
訪
れ
た

の
が
最
初
で
し
た
。

　

現
地
で
の
主
な
活
動
内
容
は

「
米
運
び
」。
と
い
っ
て
も
、
藁わ

ら

に
く
る
ま
れ
た
だ
け
の
米
は
道

に
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と
落
ち
て
し
ま
う

の
で
す
。
も
っ
た
い
な
い
と
考

え
た
猪
俣
さ
ん
は
、
現
地
の

方
々
に
や
り
方
を
変
え
て
は
ど

う
か
と
提
案
。
と
こ
ろ
が
、
村

の
人
た
ち
は
「
お
米
は
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
神
様
か
ら
の
頂
き
物
だ
か

ら
必
要
な
い
」
と
断
り
ま
し

た
。
現
地
で
は
、
米
を
拾
う
行

為
を
盗
み
と
思
っ
て
い
な
い
の

で
す
。「
子
ど
も
が
拾
っ
て
も

い
い
し
、
虫
や
鳥
が
食
べ
て
し

ま
っ
て
も
い
い
。
そ
う
や
っ
て

神
様
か
ら
の
恵
み
を
み
ん
な
で

分
け
合
う
こ
と
が
当
た
り
前
な

ん
で
す
」。
そ
う
話
す
猪
俣
さ

ん
。
こ
の
時
、
猪
俣
さ
ん
は
日

本
で
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な

い
豊
か
な
価
値
観
を
感
じ
、
海

外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

深
い
興
味
を
抱
い
た
そ
う
で

す
。

　

猪
俣
さ
ん
は
活
動
を
通
じ
て

様
々
な
人
と
出
会
い
ま
す
。
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
を
話
す
人
も
い

　

文
学
部
史
学
科
の
村
井
章
介

教
授
が
第
36
回「
角
川
源
義
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
角
川
書
店
の
創

業
者
で
、
民
俗
学
者
・
国
文
学

者
・
俳
人
で
も
あ
っ
た
角
川
源

義
の
、
日
本
文
化
振
興
へ
の
思

念
の
一
端
を
具
現
し
よ
う
と
、

角
川
文
化
振
興
財
団
の
発
足
と

同
時
に
創
設
さ
れ
た
学
術
賞
。

日
本
文
学
あ
る
い
は
日
本
史
分

野
（
関
連
分
野
を
含
む
）
の
研

究
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
個
人
の

学
術
書
に
お
い
て
、
高
い
完
成

度
と
と
も
に
、
受
賞
を
機
に
研

究
上
の
更
な
る
進
展
が
期
待
さ

れ
る
著
作
・
著
者
を
対
象
に
贈

ら
れ
ま
す
。

　
『
世
界
史
の
な
か
の
戦
国
日

本
』『
中
世
日
本
の
内
と
外
』（
い

ず
れ
も
、
ち
く
ま
学

芸
文
庫
）
な
ど
の
著

書
の
あ
る
村
井
先
生
。

今
回
は
2
0
1
3
年

に
岩
波
書
店
か
ら
刊

行
さ
れ
た
『
日
本
中

世
境
界
史
論
』
の
研

究
成
果
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

文
学
部
・
村
井
章
介
教
授
が

今年度のモラりす賞の受賞者。写真左から、児童文化研究部のお二人、
髙橋勇人君、猪俣典弘さん、小久保雅人君

雨の中、50人以上の学生・教職員がミュージックビデ
オの撮影に協力しました

「相棒」は2000年6月から15年近く続いている人気シ
リーズ。映画にもなりました

き
っ
か
け
は
米
運
び

「
出
会
い
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」

第
5
回

モ
ラ
り
す
賞
の
表
彰
式
を
開
催

■モラりす賞受賞者
部門 氏名 受賞理由

社会人の部
猪俣典弘
仏教学部仏教学科
1995年卒

大学卒業後、海外、日本のNGOより旧ユーゴスラビア、フィリピン、ミャンマーに派遣、現
地勤務を経験。現在NPO法人フィリピン日系リーガルサポートセンターの事務局長として、
太平洋戦争によってフィリピンに残留を余儀なくされた日本人2世の親族探し、国籍回復の
支援を行う。

学生の部

髙橋勇人
経済学部経済学科4年

田園調布消防団第9分団に入団し、地域の防災活動に積極的に取り組む。
自主的に講習会に参加し上級救命技能資格を取得。町内会、自治会、公立学校を対象
としたAEDや初期消火等の指導員としても精力的に活動している。その功績を認められ
2014年1月、田園調布消防団より優良賞を受賞した。

児童文化研究部
手作りの手人形やペープサート、着ぐるみを使っての劇や工作ワークショップを地元の幼稚
園や保育園はもとより、地方にも赴きその活動によって幼児・児童の情操教育に当たる。
昨年度は正力松太郎賞、今年度は東京キワニスクラブ青少年教育賞優秀賞受賞と、その活
動における功績は学外でも認められている。

学生消防隊
代表 小久保雅人

熊谷市消防団員として活躍する一方、2012年に学生消防隊というサークルを結成した。
結成理由は代表の小久保さんが以前、心肺停止の状況に遭遇し、心肺蘇生法の大切さを
知ったこと、そして「人を助けたい」という強い意志のもと結成された。現在は、学内での学
生向けの救命講習会の実施に向け活動している。

モ
ラ
り
す
賞
受
賞 

猪
俣
典
弘
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

れ
ば
、
差
別
さ
れ
た
過
去
が
あ

り
な
が
ら
も
家
族
の
こ
と
を
知

り
た
い
と
語
る
人
も
い
ま
す
。

猪
俣
さ
ん
に
と
っ
て
、
そ
う
し

た
人
た
ち
は
一
度
き
り
し
か
な

い
人
生
の
大
切
さ
を
教
え
て
く

れ
る
存
在
だ
と
い
い
ま
す
。「
何

を
や
る
に
し
て
も
決
し
て
悲
観

せ
ず
、“
こ
こ
だ
っ
た
ら
輝
け

る
”
と
い
う
場
所
を
見
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
人
と
関
わ
る
こ
と
が
と

て
も
い
い
。
私
は
こ
の
仕
事
が

で
き
て
、
幸
せ
で
す
」

　

最
後
に
、猪
俣
さ
ん
か
ら「
大

学
時
代
に
積
極
的
に
海
外
に

出
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
将

来
の
財
産
に
な
る
。
す
ば
ら
し

い
師
や
人
と
の
出
会
い
を
大
事

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

取
材
・
文
／
経
営
学
部
経
営
学
科
1

年
・
上
田
英
智
、
文
学
部
哲
学
科
1
年
・

岩
戸
あ
す
か

●インタビューを終えて―
岩戸あすか

　猪俣さんにお話を聞くことで、“様 な々人と関わる”
ということの魅力を学びました。これほど「伝えた
い !! 」と感じ、楽しく書けたのは、猪俣さんご自身と
そのお仕事の魅力のおかげだと思います。この経
験は、次号以降の記事にも生かしたいと思います。

たくさんの人と出会い、様々な価値観に触れる。
猪俣さんご自身とその仕事の魅力を感じました

海
外
、地
域
で

活
躍
す
る
個
人
、団
体
を
表
彰

村井章介教授

猪 第

「
角
川
源
義
賞
」を
受
賞

「
角
川
源
義
賞
」を
受
賞

「相棒」の撮影に柔道部が協力
水谷豊さん、成宮寛貴さんが来校
　10月11日、テレビ朝日「相棒season13」
の撮影に本学柔道部が協力。主演の水谷
豊さん、成宮寛貴さんを迎えて撮影された
品川キャンパスの武道場でのシーンには部
員たちもエキストラで出演しました。本学
での撮影シーンは11月5日放映の「第三の
女」のなかで放映されました。

4人組男性ボーカルグループ
GReeeeNの新曲の
PV撮影に協力しました！
　10月23日、熊谷キャンパスで、人気アー
ティストGReeeeNの新曲（12月20日発売）
のミュージックビデオの撮影に協力しまし
た。撮影当日は、総勢50人を超える学生・
教職員がエキストラとして参加しました。

人気刑事ドラマと
ミュージックビデオの撮影に協力
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ま
し
た
。

　

し
か
し
、
就
活
を
通
し
て
、

「
勝
敗
は
あ
く
ま
で
最
終
的
な

結
果
で
あ
っ
て
、
試
合
に
お
い

て
は
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
べ

き
な
の
だ
」
と
、
解
釈
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、

私
は
こ
の
言
葉
を
胸
に
「
妥
協

や
後
悔
を
し
な
い
就
活
」
を
心

掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

私
は
当
初
、
公
務
員
の
み
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
周
囲

の
勧
め
も
あ
っ
て
、
民
間
企
業

へ
の
就
活
も
行
う
よ
う
に
し
ま

し
た
。
3
年
生
の
10
月
に
は
4

年
生
を
対
象
と
し
た
合
同
説
明

会
に
参
加
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
企
業
研
究
を
進
め
ま
し
た
。

そ
う
や
っ
て
民
間
企
業
の
説
明

会
に
参
加
し
た
り
面
接
を
受
け

た
り
し
て
、
公
務
員
試
験
が
始

ま
る
4
年
の
4
月
ま
で
に
、
こ

こ
で
な
ら
長
く
働
い
て
い
け
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
企
業
を

見
つ
け
、
そ
こ
か
ら
内
定
を
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
内
定
を
得
た
状
態
で
公
務
員

試
験
を
受
け
、
8
月
に
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
感
じ
た
の
は

「
妥
協
せ
ず
に
、
視
野
を
広
く

持
っ
て
頑
張
っ
た
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
企
業

説
明
会
に
参
加
す
る
一

方
、
多
く
の
自
治
体
の

試
験
を
受
け
ま
し
た
。

大
変
で
し
た
が
、
魅
力
的
な
企

業
の
発
見
と
と
も
に
、
自
分
に

と
っ
て
公
務
員
が
ど
れ
だ
け
や

り
た
い
仕
事
な
の
か
、
あ
ら
た

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
部
活

（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）
や
学
生
食
堂

で
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
人
間
と
し
て
も
成
長
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
方
々

や
学
内
講
座
担
当
の
先
生
方
を

は
じ
め
と
す
る
周
囲
の
人
た
ち

の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
苦

し
い
時
期
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
最
終
的
に
、
当

初
自
分
が
や
り
た
い
と
考
え
て

い
た
仕
事
と
は
異
な
る
仕
事
に

就
く
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て

も
、「
こ
れ
が
運
命
だ
っ
た
の

だ
。
こ
れ
が
、
私
が
本
来
就
く

べ
き
仕
事
だ
っ
た
の
だ
」
と
言

え
る
よ
う
な
、
妥
協
の
な
い
ベ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て

く
だ
さ
い
。

と
、私
は
金
融
業
界
を
中
心
に
、

合
同
説
明
会
や
企
業
説
明
会
に

足
を
運
び
ま
し
た
。
金
融
業
界

に
は
銀
行
、
信
用
金
庫
、
生
命

保
険
、
損
害
保
険
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
た
く
さ
ん
の
説
明
会

に
参
加
し
た
お
か
げ
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
、
自
分
で
も
人
に
き
ち

ん
と
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
金
融
業
界
に
限
ら

ず
、
ほ
か
の
業
界
に
も
こ
の
よ

う
な
違
い
は
必
ず
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
把
握

し
て
お
く
と
、
面
接
で
述
べ
る

志
望
動
機
に
説
得
力
が
増
す
と

思
い
ま
す
。

　

就
活
中
に
苦
労
し
た
の
は
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履
歴
書
の

作
成
で
す
。
私
は
こ
の
自
己
分

析
が
と
て
も
苦
手
で
し
た
。「
自

分
の
過
去
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
何

の
意
味
が
あ
る
の
か
？
」「
自

分
の
得
意
な
も
の
っ
て
な
ん

だ
ろ
う
？
」。
こ
ん
な
調
子
で
、

曖
昧
な
自
己
分
析
し
か
で
き
て

い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
私
を
助
け
て
く
れ
た

の
は
、
同
じ
く
就
活
中
の
友
人

と
、
キ
ャ
リ
サ
ポ
の
職
員
の

方
々
で
し
た
。
友
人
と
話
す
こ

と
で
客
観
的
な
自
分
を
発
見
で

き
、
自
分
の
奥
底
で
思
っ
て
い

る
「
就
活
の
軸
」
が
見
つ
か
っ

た
気
が
し
ま
す
。
ま
た
、
キ
ャ

リ
サ
ポ
の
職
員
の
方
か
ら
も
、

「
普
段
生
活
し
て
い
て
、
楽
し

い
と
感
じ
る
の
は
ど
ん
な
と
き

だ
ろ
う
」「
で
は
な
ぜ
楽
し
い

と
感
じ
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
っ

た
よ
う
に
、「
な
ぜ
」
を
た
く

さ
ん
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
分
一
人
で
は
、
そ
の
「
な

ぜ
」
を
根
気
よ
く
追
究
し
て
い

く
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。
周
り
の
友
人
や

キ
ャ
リ
サ
ポ
の
方
々
に
頼
る
ほ

う
が
自
己
分
析
は
進
む
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
己
分
析

が
で
き
れ
ば
、
書
類
審
査
の
先

に
あ
る
面
接
に
も
効
果
を
発
揮

し
ま
す
。

　

就
職
活
動
は
つ
ら
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
ん
な
と
き
こ
そ
周
り
の

人
た
ち
に
相
談
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。
後
悔
し
な
い
就
職
活
動

に
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
言
葉

で
好
き
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
運
命
は
決
ま
っ
て
い
る
も
の
。

だ
か
ら
こ
そ
私
は
（
試
合
で
）

全
力
を
尽
く
す
だ
け
で
す
」。

又
聞
き
な
の
で
文
言
は
正
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
初
に
聞

い
た
と
き
は
、
勝
者
だ
か
ら
こ

そ
言
え
る
言
葉
だ
と
思
っ
て
い

　

就
職
活
動
を
前
に
、私
は「
就

職
で
き
る
か
ど
う
か
」
と
不
安

に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
就
職
氷

河
期
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
時

代
に
、
果
た
し
て
私
は
就
職
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
気

持
ち
が
胸
に
渦
巻
い
て
い
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
私
は
ま
ず
、
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

「
キ
ャ
リ
ア
ア
ワ
ー
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
興
味
の

な
か
っ
た
金
融
業
界
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ワ
ー
参
加
が

き
っ
か
け
で
す
。

　

就
職
活
動
が
解
禁
さ
れ
る

C areer Support Center

先
輩
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

「先輩取材プロジェクト」にご協力ください
　キャリサポでは、毎年、学生が社会で活躍する先輩に会いに企業や団体
へ訪問する「先輩取材プロジェクト」を実施しています。今年は2月9日（月）
と10日（火）の2日間実施します。
　参加学生は、取材先への電話確認、事前調査を行い、取材の意図やマナー
を確認したうえで訪問。「実際に見て、話を聞く以上の経験はない」「さまざ
まな職種を見る目が変わった」「失敗からも学ぶ姿勢を大切にしたい」など、「働
く」ことを実感します。
　つきましては、品川キャンパスから2時間以内で訪問できる場所にお勤め
の方で、ご協力願える方は、メール（E-mail：career@ris.ac.jp）でご連絡い
ただけますでしょうか。何とぞよろしくお願い申し上げます。

卒 業 生 の 皆 さ ま へ

　
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働
省
の
共
同
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
3
月
に
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
（
10
月
1
日
現
在
）
は
68
・
4
%
。
4

年
連
続
の
上
昇
で
、
ど
う
や
ら
企
業
の
採
用
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
就
職
を
希
望
す
る
学
生
に
と
っ
て
は
朗
報
で
す
が
、
そ
れ
で
も
就
職

を
希
望
す
る
4
年
生
の
う
ち
10
人
に
3
人
が
こ
の
時
期
に
な
っ
て
も
内
定
を
得
て
い
ま
せ
ん
。
3
年
生
も
気
を
引
き
締
め
て
就
活
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、目
標
を
実
現
さ
せ
た
2
人
の
先
輩
の
就
職
体
験
記
を
紹
介
し
ま
す
。
後
輩
に
向
け
た
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

や
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
や
り
、
悔
い
の
な
い
就
職
活
動
を
！

就
職
環
境
は
回
復
気
配
だ
が
、油
断
は
禁
物

毎年12月に行われる3年生向けの就職ガ
イダンス。参加者はみんな真剣です

つ
ら
い
こ
と
も
あ
る
就
職
活
動

友
人
や
キ
ャ
リ
サ
ポ
に
相
談
し
よ
う

三
井
住
友
銀
行

内
定
先

文
学
部
文
学
科
４
年

埼
玉
県
立
岩
槻
高
等
学
校
出
身

鈴す
ず

木き 

恵め
ぐ
み

さ
ん

「
こ
れ
が
運
命
な
の
だ
」と
言
え
る
よ
う
な

妥
協
の
な
い
ベ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

静
岡
県
静
岡
市

合
格
先

法
学
部
法
学
科
4
年

静
岡
県
立
静
岡
城
北
高
等
学
校
出
身

梅う
め

城き 

一か
ず

史し

さ
ん

一番身近な「立正大学」ってどんな大学？
立正大学が馬込キャンパスにやってきた！

立正大学DAY
on馬込キャンパス開催

月
13
日
（
土
）、「
立
正
大

学
D
A
Y
」
を
馬
込
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

高
大
の
連
携
・
協
力
事
業
の
一
環
と

し
て
、
立
正
大
学
の
こ
と
を
付
属
校

の
生
徒
（
高
校
2
年
生
）
と
そ
の
保

護
者
、
教
職
員
に
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
初
め
て
の
試
み
で
、

学
部
紹
介
リ
レ
ー
、
先
輩
（
付
属
校

出
身
在
学
生
）
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
個
別

相
談
会
、
保
護
者
の
た
め
の
進
学
・

就
活
講
座
、
各
種
展
示
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
半
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
大
学
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」「
学

部
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
説
明
し
て

も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」「
先
輩
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
「
付
属
校
な

の
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
が

今
ま
で
な
か
っ
た
の
が
お
か
し
い
」

と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
一

方
、
学
部
紹
介
リ
レ
ー
が
や
や
間
延

び
し
て
、
生
徒
が
途
中
少
し
中
だ
る

み
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
や
、
個
別
相
談
会

で
の
生
徒
の
相
談
先

に
幾
分
偏
り
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
今
後
、

生
徒
や
保
護
者
か
ら

の
声
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

本
学
熊
谷
図
書
館
内
の
田
中

啓
爾
文
庫
に
は
、
教
科
書
で
お

な
じ
み
の
『
長
崎
和
蘭
陀
屋
舗

圖
』
も
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
史
料
編
纂
室
だ
よ
り
」
の

第
3
回
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

前
回
は
立
正
大
学

が
現
在
の
品
川
キ
ャ

ン
パ
ス
（
品
川
区
大

崎
）
に
移
転
し
て
く

る
ま
で
の
お
話
で
し

た
が
、
こ
の
地
に
腰

を
落
ち
着
け
た
の
も

束
の
間
、
1
9
1
6

（
大
正
5
）
年
3
月
、

ま
た
も
大
規
模
な
火

災
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。

そ
の
被
害
は
甚
大
で
、

教
室
棟
・
講
堂
・
図

書
館
・
寄
宿
舎
な
ど

計
9
棟
8
5
0
坪
が

「
橘
」
は
京
都
御
所
の
庭

前
に
あ
る
「
橘
」
を
分
け

て
い
た
だ
い
た
も
の
と
聞

か
さ
れ
た
。

　

辰
野
金
吾
は
、
今
話

題
の
東
京
駅
丸
の
内
駅

舎
の
設
計
が
注
目
を
浴

び
て
い
る
（『
東
京
人
』

2
0
1
4
年
1
月
号
で
特

集
）。
ま
た
、
設
計
し
た

旧
日
本
銀
行
の
建
築
も

折
々
に
話
題
に
な
っ
て
い

る
。
2
0
1
2
年
、『
東

京
人
』
と
い
う
月
刊
誌
で

辰
野
金
吾
門
下
の
伊
東
忠

太
の
建
築
設
計
が
紹
介
さ

れ
、
注
目
を
浴
び
た
。

　

立
正
大
学
は
私
立
大
学
と
し

て
第
17
番
目
に
認
可
さ
れ
た
が
、

昭
和
初
期
、
時
代
の
先
端
を
行

く
辰
野
金
吾
と
い
う
建
築
家
と

の
縁
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Thom
as Salm

on

（
ト
マ

ス
・
サ
ー
モ
ン
）
に
よ
る
全
32

巻
の
『M

odern History or 
Present State of All Nations

（
万
国
民
の
現
代
史
）』
は
大
い

に
好
評
を
博
し
、
各
国
語
に
翻

訳
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
書
は
、Van 

Goch

（
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ

ホ
）
が
翻
訳
・
増
補

を
施
し
た
蘭
訳
版
の

第
1
巻
（
中
国
・
日

本
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

モ
ル
ッ
カ
・
セ
レ
ベ
ス

編
）
で
す
。
日
本
に

関
す
る
図
版
3
点
の

う
ち
の
1
点
「
出
島

図
」
は
蘭
語
版
で
初

め
て
追
加
さ
れ
た
も

の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
と

日
本
の
関
係
の
深
さ

れ
て
い
た
。
か
つ
て
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
に
法
学
部
が
開
設
さ
れ

た
当
時
、
教
員
有
志
が
メ
タ
セ

コ
イ
ア
の
樹
を
譲
り
受
け
、
校

門
の
近
く
に
植
え
た
と
聞
い
た

往
時
を
思
い
起
こ
す
。

　
「
橘
」
の
こ
と
は
以
前
に
書

い
た
の
で
、
繰
り
返
さ
な
い
。

　

毎
年
11
月
初
め
は
立
正
大
学

大
学
祭
の
季
節
。
昨
年
は
11
月

2
日
に
立
正
大
学
名
誉
教
授
倶

楽
部
総
会
が
開
か
れ
、
新
生
す

る
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
聞
し

た
。

　

旧
立
正
高
校
の
校
舎
は
、
省

エ
ネ
の
た
め
に
つ
る
草
で
壁
面

を
覆
う
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
た

が
、
法
学
部
等
の
施
設
と
し
て

そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
、
緑
豊
か

な
環
境
と
な
っ
て
い
る
。
大
勢

の
若
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て

い
た
旧
中
高
の
校
庭
に
は
大
き

な
ポ
ッ
ト
が
配
置
さ
れ
、
そ
の

中
に
は
「
橘た

ち
ば
な

の
木
」
が
植
え
ら

立正大学と橘、
東京駅設計者辰野金吾と立正大学

渡
邊
寶
陽
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

第 3 回

【投稿者】ペンネーム 「幕の内かえる」
              （文学部社会学科 2 年）

　「Open Gallery 立正広場」は読者の
皆さま（学生、卒業生、教職員、学生父
母等）のアート作品を紹介するコーナーで
す。写真、絵画、イラスト、漫画（４コマ
等）などの応募をお待ちしています。
　できれば作品には簡単なコメントを添
えてください。また、写真投稿に際して
ご本人以外の方が写っているものは、そ
の方の了承を得てくださいますよう、お
願いいたします。
　氏名、学部、学科、学年（卒業生は卒
業年度）、住所、電話番号を明記の上、奮っ
てご応募ください。

皆さまの作品をお寄せください

■宛先
　〒141-8602
　東京都品川区大崎４- ２-16
　立正大学政策広報課学園新聞担当
■Ｅメール
　 pln@ris.ac.jp
■第129号掲載締め切り
　平成27年1月25日必着

Hedendaagsche Historie, of tegenwoordige staat van alle volkeren 
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日
蘭
関
係
の
深
さ
を
伝
え
る
1
冊

学
生
広
場
に
あ
る
大
き
な
ポ
ッ
ト
の
中
の「
橘

の
木
」

名
な
建
築
家
の
一
人
で
す
。
な

か
で
も
1
9
1
4
（
大
正
3
）

年
に
建
て
ら
れ
た
「
東
京
駅
丸

の
内
駅
舎
」
は
、2
0
1
2
（
平

成
24
）
年
秋
に
復
元
・
保
存
事

業
が
完
了
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
用
い
た
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
大
々
的
に
行
わ
れ
、

話
題
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
記
憶
に
も
新
し
い
と
こ
ろ
で

昭
和
初
期
に
品
川

キ
ャ
ン
パ
ス
が
整

備
さ
れ
た
と
き
の

様
子
が
、
学
園
史

な
ど
に
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
東
京
帝
国
大
学
建
築
学

教
授
・
辰
野
金
吾
博
士
の
設
計

に
よ
り
、
木
造
の
講
堂
と
「
香

風
学
寮
」（
学
生
寮
）
が
建
築

さ
れ
、そ
の
前
に
「
左
近
の
桜
、

右
近
の
橘
」
が
植
え
ら
れ
た
。

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
そ
ん
な
辰
野
博

士
が
手
掛
け
た
本
学
の
講

堂
（
写
真
上
）
は
、
東
京

駅
舎
な
ど
に
見
る
赤
レ
ン

ガ
と
は
だ
い
ぶ
テ
イ
ス
ト

が
異
な
り
ま
す
ね
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
日

蓮
宗
大
学
」（
当
時
の
立

正
大
学
の
名
称
）
に
ふ
さ

わ
し
い
荘
厳
な
た
た
ず
ま

い
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。
当

時
は
宗
教
的
建
築
物
と
し

て
大
い
に
注
目
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の

講
堂
は
1
9
3
6
（
昭
和

11
）
年
の
火
災
に
よ
っ
て

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
想
像

を
膨
ら
ま
せ
て
、
失
わ
れ

た
幻
の
講
堂
の
姿
を
現
在

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
重
ね
て

「
投
影
」
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

大
崎
校
地
再
建
を
辰
野
金
吾
氏
に
依
頼

焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

実
は
、
こ
の
と
き
の
大
崎
校

地
再
建
工
事
の
技
術
監
督
と
設

計
を
担
っ
た
の
が
、
辰
野
金
吾

氏
だ
っ
た
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
（
辰
野
氏
は
日

蓮
宗
の
熱
心
な
信
者
で
し
た
）。 

　

辰
野
氏
（
工
学
博
士
）
は
東

京
駅
や
日
本
銀
行
の
設
計
で
知

ら
れ
る
、
日
本
を
代
表
す
る
著

辰野金吾氏設計による1918（大正7）年竣工の講堂【『立正大学の140
年』61ページ】

辰野金吾氏設計による1917（大正6）年落成の校舎全景

第２回

【タイトル】Year of the Sheep
【投稿者】須浦 琢登（経営学部経営学科 2 年）

【コメント】‌�‌�新年明けましておめでとうございます。今年もいい年となりますように。
羊の写真とともに新たなスタートを切りましょう！

【タイトル】新涼の朝富士
【投稿者】菅家 優介（経営学部経営学科 3 年）

【コメント】‌�‌�新年明けましておめでとうございます。日本人の
年明けに富士山は欠かせません。

若者でにぎわう学生広場（旧中高校庭）
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　国語科の八代あすか先生は現在、中学1年生の担任をして
います。国語を指導する際のモットーは「語彙を増やして自己
表現力を高めながら、人とのコミュニケーションがうまくと
れる人間になれるようにすること」。そのため、多くの生徒が
苦手とする文法も、丁寧かつわかりやすく教えているそうで
す。
　部活では合唱同好会の顧問を務めています。こちらではみ
んなで気持ちを合わせて歌うことの楽しさを味わってほしい
と願っているとか。
　そんな八代先生は、実はスポーツウーマンでもあります。
中学時代は陸上のハードル走の選手として市の大会で優勝し、
県大会にも出場しました。
　「生徒には思いやりのある、人から愛される人間になってほ
しいと願っています。そのためにはまず自分自身が優しさと
愛する気持ちを持つことが大切」と話す八代先生。現在は学校
と子育ての両立で多忙ですが、大好きな生徒たちに囲まれて
楽しい毎日を送っているそうです。

中学時代はハードル走で県大会へ。
現在は合唱同好会の顧問も。
学校と子育ての両立を目指す

　

昨
年
11
月
2
・
3
日
、
秋
晴

れ
の
中
、
第
67
回
立
正
祭
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
馬

込
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
て
か

ら
、
こ
れ
で
2
回
目
で
す
。

　

今
回
は「advance

」を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
ま
さ
に
前
進
し
た

姿
を
披
露
で
き
る
よ
う
、
ス

タ
ッ
フ
と
参
加
団
体
が
一
致
団

結
し
て
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
師

親
会
は
、
昨
年
は
出
さ
な
か
っ

た
カ
レ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
復
活
さ

せ
、
バ
ザ
ー
と
と
も
に
大
人
の

魅
力
満
載
で
お
客
さ
ま
を
お
も

て
な
し
し
ま
し
た
。

　

各
展
示
会
場
は
も
ち
ろ
ん
、

中
学
合
唱
祭
、
軽
音
楽
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
、
模
擬
店
も
連
日
た

く
さ
ん
の
来
場
者
や
受
験
生
で

に
ぎ
わ
い
、
2
日
間
で
昨
年
よ

り
多
い
4
4
0
0
名
以
上
の
お

客
さ
ま
が
来
校
。
活
気
あ
ふ
れ

8

文
法
は
丁
寧
か
つ
わ
か
り
や
す
く
教
え
る

体育科・笠原大康先生
トライアスロンで二つの全国大会に出場！
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「advance

」を
テ
ー
マ
に

 

盛
大
に
開
催

女装コンテストも盛り上がりました

中学合唱祭では清らかな声が響きわたりました

焼きそばの模擬店には行列ができる時間帯も

　

昨
年
11
月
28
日
、
本

校
行
学
ホ
ー
ル
で
第
31

回
仏
教
主
義
学
校
連
盟

弁
論
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

21
名
の
弁
士
た
ち
が
、

社
会
問
題
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
た
り
、
他
人
に
対
す

る
思
い
や
り
や
優
し
さ
の

必
要
性
を
訴
え
た
り
と
、

熱
弁
を
振
る
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
古
き
良

き
日
本
」
と
い
う
演
題

で
見
事
第
１
位
に
輝
い

た
の
が
、
本
校
中
学
3
年

生
の
橘
田
あ
か
り
さ
ん

で
す
。
富
士
山
を
は
じ
め

世
界
遺
産
に
指
定
さ
れ

た
日
本
の
美
し
い
風
土
や
、
和

食
と
い
っ
た
独
自
の
文
化
が
受

け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
、

伝
統
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
必

要
性
を
語
り
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
、
体
育
科

の
笠
原
大
康
先
生
が
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
二
つ

の
全
国
大
会
に
相
次
い

で
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
新
潟
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
の

が
、
長
崎
県
五
島
列
島

で
行
わ
れ
た
「
長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
国
体
」
で

す
。
試
合
当
日
の
13
日

は
あ
い
に
く
台
風
19
号

が
九
州
に
接
近
し
て
お
り
、
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
自

転
車
競
技
を
中
止
し
て
行
わ

れ
、
10
位
と
い
う
好
成
績
を
残

し
ま
し
た
。

　

そ
の
わ
ず
か
2
週
間
後
の
26

日
に
は
、
東
京
の
お
台
場
で
行

わ
れ
た
第
20
回
日
本
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
選
手
権
に
東
京
都
代
表

と
し
て
出
場
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
や
実
業
団
選
手
が
大
勢
出

場
す
る
中
、
19
位
の
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
38
歳
と
い
う
年
齢

を
考
え
る
と
、
こ
の
記
録
に
は

大
満
足
と
の
こ
と
で
、
多
忙
の

合
間
を
縫
っ
て
練
習
し
た
成
果

が
実
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
績
を
報
告
し
た

朝
礼
で
は
生
徒
か
ら
大
き
な
拍

手
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

鉄
人
・
笠
原
先
生
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

る
立
正
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
1
日
半
だ
っ
た

準
備
期
間
を
、
丸
2
日
間
に
延

長
し
た
こ
と
も
功
を
奏
し
た
よ

う
で
す
。
実
際
、
入
場
ゲ
ー

ト
や
装
飾
な
ど
は
前
回
よ
り

素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
。
こ
れ

は
1
0
0
名
を
超
え
る
立
正
祭

ス
タ
ッ
フ
が
夏
休
み
中
か
ら
準

備
し
た
た
ま
も
の
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中庭テラスに設置された模擬店

第
31
回

仏
教
主
義
学
校
連
盟
弁
論
大
会
、開
催

橘
田
あ
か
り
さ
ん
が
見
事
第
1
位
に

中高生の深い考えにうならされることもしばしば

「長崎がんばらんば国体」で10位に

ペダルを力強く踏み込む日本選手権での笠原先生

　

中
高
生
の
熱
の
こ
も
っ
た
弁

論
を
聞
い
て
い
る
と
、
将
来
の

夢
や
命
の
大
切
さ
な
ど
、
人
生

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

立正祭スタッフが思いをこめて制作した入場ゲート

第
67
回

立
正
祭

11
月
2・3
日

長崎国体 日本選手権
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平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

乙い
つ

未び

の
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
実
り
多
き
一
年
と
な
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
よ
り
本
校
の
教

育
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
わ
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
4
月
1
日
付
を
も
ち
ま

し
て
、
学
校
法
人
淞
南
学
園 

立

正
大
学
淞
南
高
等
学
校 

第
7

代
校
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

不
肖
未
熟
、
浅
学
非
才
の
身
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
創
立
者
で

あ
る
岡
崎
功
先
生
の
精
神
を
継

承
し
、
学
園
の
さ
ら
な
る
発
展

の
た
め
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、情
熱
の
あ
る
教
職
員
と
、

常
に
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
を
続

け
る
向
上
心
あ
ふ
れ
る
生
徒
の

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
、
1
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
秋
は
野
球
部
の
25
年
ぶ
り

と
な
る
秋
季
大
会
優
勝
か
ら
始

ま
り
、
射
撃
部
の
個
人
国
体
準

優
勝
、
マ
ー
チ
ン
グ
部
の
2
年

連
続
と
な
る
全
国
大
会
出
場
、

そ
し
て
サ
ッ
カ
ー
部
の
3
年
連

続
14
回
目
の
全
国
大
会
出
場

と
、
生
徒
諸
君
が
目
覚
ま
し
い

活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
生
み
出
し
た
も

の
の
一
つ
に
、
創
立
以
来
培
わ
れ

て
き
た
強
固
な
団
結
力
が
挙
げ

教
職
員・
生
徒
と
共
に
高
い
目
標
に
向
かっ
て

明
る
く
前
進
す
る
学
校
づ
く
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す

　

一
瞬
に
し
て
崩
れ
落
ち
て
し

ま
い
ま
し
た
。
初
の
選
抜
を
目

指
し
、
25
年
ぶ
り
の
優
勝
で
つ

か
ん
だ
中
国
地
区
大
会
へ
の
出

場
。
し
か
し
、
ま
さ
か
の
初
戦

敗
退
で
幕
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
夏
の
敗
戦
以
降
、
選
手
・

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
、
全

力
で
駆
け
上
が
っ
て
き
た
淞
南

野
球
部
。
新
チ
ー
ム
な
ら
で
は

の
あ
い
ま
い
さ
や
不
透
明
さ
と

戦
い
な
が
ら
、
幾
度
と
な
く
課

題
と
ぶ
つ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

秋
季
県
大
会
で
は
投
手
陣
に

安
定
感
が
な
く
、
先
発
投
手
が

完
投
し
た
の
は
わ
ず
か
2
試
合

と
、「
投
手
を
中
心
と
し
た
守
備

か
ら
リ
ズ
ム
を
作
る
」
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
一
方
で
、
昨
夏
の
県

大
会
を
経
験
し
て
い
る
野

手
が
中
心
と
な
り
、
6
試

合
で
3
失
策
と
、
守
備
力

に
関
し
て
は
粘
り
強
く
闘

え
た
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

島
根
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て

迎
え
た
こ
の
冬
。
個
の
力
を
最

大
限
に
伸
ば
し
、
そ
こ
に
組
織

と
し
て
の
要
素
を
加
え
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
お
の
ず

と
結
果
に
つ
な
が
る
は
ず
で

す
。
ま
だ
ま
だ
チ
ー

ム
と
し
て
の
甘
さ
が

あ
っ
た
秋
に
対
し
、

春
以
降
は
よ
り
一
層

粘
り
強
く
闘
う
集
団

に
な
っ
て
、
再
び
皆

さ
ん
の
前
で
淞
南
ら

し
さ
を
表
現
し
ま
す
。

秋
季
県
大
会
で
優
勝

よ
り
粘
り
強
く
闘
う
集
団
へ

　

今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

行
事
で
の
依
頼
演
奏
に
加
え
、

茨
城
県
で
行
わ
れ
た
「
全
国

総
文
祭
」
に
、「
出
雲
ド
ー
ム

2
0
0
0
人
の
吹
奏
楽
」、「
マ
ー

チ
ン
グ
・
イ
ン
・
オ
カ
ヤ
マ
」、

広
島
市
で
の
「
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
中
国
大
会
」
な
ど
、
大
き

な
大
会
に
も
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
披
露
の
場
を
数

多
く
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、
部
員
一
同
、
大
変
喜
ん
で

い
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
方
の
お
陰
を

も
ち
ま
し
て
、
今
年
度

も
「
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
中
国
大
会
」
で
金
賞

を
受
賞
し
、
日
本
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
協
会
中

国
支
部
代
表
と
し
て
全

国
大
会
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ョ
ー
は

「
N
e
w 

Da
y
s
～
心

の
鍵
を
見
つ
け
に
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
構
成

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま

だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す

が
、
仲
間
と
共
に
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
と

い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

で
再
び
演
奏
で
き
る
こ
と
は
、

多
く
の
方
々
に
支
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
の
た
ま
も
の
と
、
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　

今
年
も
全
国
の
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
、

SHONA
N SA

INTS

の
成
長

し
た
姿
を
披
露
し
て
き
ま
す
。

多
く
の
方
々
に
感
動
と
喜
び
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

最
後
ま
で
練
習
に
励
み
ま
す
。

応
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

中
国
大
会
で
2
年
連
続
金
賞

S
H

O
N

A
N

 S
A

IN
T

S

の
成
長
し
た
姿
を
全
国
に
披
露

　

本
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
は
学

校
創
立
と
同
時
に
創
部
さ
れ
、

国
体
で
の
優
勝
や
全
国
高
校
選

手
権
大
会
で
の
3
連
覇
と
い
う

偉
業
を
成
し
遂
げ
る
な
ど
、
伝

統
あ
る
部
活
動
で
す
。し
か
し
、

こ
こ
数
年
は
国
体
や
全
国
選
手

権
な
ど
全
国
大
会
で
入
賞
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
う
え
、
部
員

数
が
激
減
す
る
苦
し
い
時
期
が

続
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
度
か
ら
何
か

突
破
口
は
な
い
か
と
部
員
全
員

で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
ま

ず
は
初
心
に
帰
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

な
か
、
2
学
期
に
入
っ
て
か

ら
、
島
根
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
の
運
営
を
手

伝
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
連
絡
が

入
っ
た
の

で
す
。
私

た
ち
は
ス

タ
ッ
フ
と

し
て
お
手

伝
い
を
さ

せ
て
い
た

だ
き
ま
し

た
。

　

次
の
日
、
放
課
後
に
そ
の
反

省
会
を
行
い
、
1
人
で
も
多
く

の
方
に
ラ
イ
フ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
一
環
と
し
て
、「
島
根
県
ラ

イ
フ
ル
射
撃
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
名
称
で
体
験
会
を
月
に

1
回
開
催
。
体
験
し
た
方
は
延

べ
で
3
0
0
名
を
超
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
現
役
部
員
に
も
励
み

と
な
り
ま
し
た
。2
年
生
の
田
坂

真
愛
さ
ん
が
、
B
R
J
W
40
競

技
に
お
い
て
、
全
国
社
会
人
ラ

イ
フ
ル
射
撃
選
手
権
大
会
で
は

3
位
、「
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国

体
」
で
は
13
年
ぶ
り
に
準
優
勝

と
い
う
栄
冠
に
輝
い
た
の
で
す
。

　

卒
業
生
や
在
校
生
、
地
域
の

皆
さ
ま
方
の
応
援
を
支
え
に
、

来
年
度
は
優
勝
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

田
坂
真
愛
さ
ん

長
崎
国
体
で
準
優
勝

射
撃
の
体
験
会
を
月
1
回
開
催

　

決
勝
戦
も
キ
ッ
ク
オ
フ
前
か

ら
淞
南
応
援
団
の
嵐
の
よ
う
な

大
声
援
が
会
場
を
支
配
し
ま
し

た
。
淞
南
イ
レ
ブ
ン
は
そ
れ
に

応
え
る
か
の
よ
う
に
、
立
ち
上

が
り
か
ら
ハ
イ
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

と
球
際
の
強
さ
、
攻
守
の
切
り

替
え
の
速
さ
で
相
手
を
圧
倒

し
、
幾
度
と
な
く
チ
ャ
ン
ス
を

作
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
な
か
な
か
決
め
る

こ
と
の
で
き
な
い
苦
し
い
展
開

が
続
き
ま
し
た
が
、
選
手
全
員

の
高
い
集
中
力
と
活
動
量
、
そ

し
て
応
援
席
か
ら
の
大
声
援
が

途
切
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ど
ん

な
状
況
で
も
「
今
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
を
冷
静
に
や
り
続
け

る
」
と
い
う
選
手
の
ス
タ
ン
ス

は
崩
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
後
半
28
分
、
つ
い
に

先
制
点
を
奪
う
と
、
そ
れ
が
決

勝
点
と
な
り
、
3
年
連
続
14
回

目
の
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
第
一
関
門
を

突
破
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
こ

こ
数
年
、
淞
南
イ
レ
ブ
ン
は
自

分
た
ち
を
破
っ
た
相
手
が
栄
光

を
つ
か
む
姿
を
何
度
も
見
て
き

ま
し
た
。
こ
の
、
あ
と
1
歩
の

壁
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
1

年
間
「
日
本
一
に
な
る
た
め
」
だ

け
を
考
え
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

淞
南
イ
レ
ブ
ン
は
最
高
の
準
備

を
し
て
選
手
権
に
臨
み
ま
す
。

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
、出
場
へ

初
戦
は
1
月
2
日 

丸
岡（
福
井
県
代
表
）と

■ 大会結果  
第93回全国高校サッカー選手権大会
島根県大会
11月15日（土） 県立サッカー場
 決 　 勝　vs 大　社
 11月  9日（日） 県立浜山公園陸上競技場
 準 決 勝　vs 松江商業
 11月  8日（土） 県立浜山公園陸上競技場
 準々決勝　vs 出雲工業
 11月  2日（日） 西部フットボールセンター
 2 回 戦　vs 益田東

1-0
 

 2-0
 

 5-0
 

 7-0
立正大学淞南高等学校第7代校長

北村直樹

新春メッセージ

■ 大会結果 
平成26年秋季島根県大会

［二次・三次大会］

決 　 勝　vs 平　田 
準 決 勝　vs 益田東
準々決勝　vs 大　東
1 回 戦　vs 出　雲

［一次大会］

2 回 戦　vs 浜　田
1 回 戦　vs 松江高専

5-4 
3-0
8-1
8-7

4-2
19-1

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー

部
、
野
球
部
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
部
、
射
撃
部
を
は
じ
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
活
動
に
お
い
て
、

指
導
者
と
生
徒
が
一
体
と
な
っ
て

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
積
み
重
ね
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
栄
光
が
つ
か

め
た
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
は
各
部
の
垣

根
を
越
え
て
、
お
互
い
に
励
ま

し
合
い
、
た
た
え
合
う
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
高
い
目
標
に
向

か
っ
て
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
す

る
新
し
い
伝
統
が
生
ま
れ
、
学

校
全
体
の
団
結
力
が
さ
ら
に
強

ま
り
、
活
気
が
ま
す
ま
す
満
ち

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
教
職
員
・
生
徒

と
共
に
高
い
目
標
に
向
か
っ
て

明
る
く
前
進
す
る
学
校
づ
く
り

に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

晴れやかな表情が並びました

25年ぶりの優勝に輝いた秋季県大会

エースの天川勇斗君とスラッガーの松田嵐生君

華麗な演技の連続で見事に優勝しました

「長崎がんばらんば国体」で準優勝に輝
いた田坂真愛さん

ポーズも決まっています

敵陣に鋭く切り込む宮森信吾君

3年連続
14回目



　しかし、ピッチに立つ立正
イレブンは試合終了のホイッ
スルが鳴り響くまで勝ちにい
く姿勢を見せ、正々堂々とプ
レ−。控え選手と応援部隊も、
それに負けじと一体となって
イレブンを鼓舞するなど、全
員の気持ちが一つになった最
終節でした。
　来シーズンこそは関東大学
リーグに飛躍します。熱いご
支援、ご声援、ありがとうご
ざいました。

ラグビー部

立正大学ラグビー部は、行学二
道、すなわち大学強化クラブ

としてのラグビーと学生としての学
びを両立させ、日々精進しています。
　男子チームは、2014年度は、0
勝7敗8位という不本意な結果に終
わり、入替戦で拓殖大学に敗れてし
まい、３季ぶりに2部リーグで戦う

ことになりまし
た。2015年度は
1年での「1部リー
グ復帰」を目指し、
日々の練習に取り
組んでいきます。
　女子チームは、
2014年に初めて
行われた「太陽
生命WOMENS SEVENS」におい
て、立正大学女子ラグビー部を中核

とした「ARUKAS QUEEN 
KUMAGAYA」は、3地区
大会のすべてで優勝を飾
り、初代女王に輝きました。
さらにアジア大会に2名出
場し、銀メダル獲得に貢献
しました。11月の大阪大会
も全勝で優勝しました。リ
オ、東京オリンピックに向
けて、多くのオリンピック

サッカー部

立正大学体育会サッカー部は、
今季の東京都大学サッカー 1

部リーグ戦の全日程を第5位の成績
で終了しました。
　10月26日に行われたリーグ戦最
終節の明治学院大学戦は、勝利する
ことが絶対条件のうえ、他会場の結
果次第では関東大会への切符をつか
み取ることができる大一番の試合で
した。前半開始早々に先制するも、
後半は相手に2得点を許してしまい、
涙をのみました。

　立正大学学園新聞では、課外活動の大会日程、結果、公演情報などを募集しています。ご提供
いただいた情報は4月1日発行（第129号）でご紹介いたします。皆さんの情報提供をお待ちし
ております。こちらにメールしてください。 E-mail:pln@ris.ac.jp

価な「がっぽランチ」の企画・運営
や、橘花祭での講演会、スポーツテ
スト、献血活動のお手伝いなど、互
助会費の還元を目的として活動を
行っている学生団体です。
　主な活動の一つに「がっぽランチ」
の販売があります。今年は学生から

のアンケートをもと
に、がっぽメンバー
で話し合って健康に
配慮したメニューで
販売したところ、行
列ができるほどの
人気でした。
　また、熊谷キャン
パスでは「GAPPO 

Breakfast」という、1限が始まる
前の時間からパンと野菜ジュースを
学生に無料配布する企画を立案し、
実施しました。品川キャンパスでも
このような新しいイベントを増やし
ていきたいと考えています。

（経営学部経営学科2年　須浦琢登＝私立

敬愛学園高等学校出身）

種目をメインに活動しています。ス
キーというと初心者には難しく思え
るかもしれませんが、コーチやOB、
上級生が手とり足とり教えるので、
すぐにうまくなります。
　冬のシーズン中は年末と2月の合
宿を中心に技術向上に励む一方、他

大学と共同で開催している7
大学基礎スキー研修発表会
と岩岳学生スキー大会という
発表の場もあり、そこで個人・
団体共に良い成績を残すこと
が目標です。
　また、オフシーズンは冬に
向けたトレーニングをこなし

つつ、さまざまな企画を楽しんだり、
他大学と交流したりするので一年中
飽きません！
　現在、部員数は18人とあまり多
くありませんが、全員真剣に活動に
取り組んでおり、今年も良い成績が
出るよう頑張っていきます。

（文学部史学科3年　吉田剛士＝埼玉県立

大宮光陵高等学校出身）

好評の「がっぽランチ」

学生保険委員会
　私たち学生保険委員会「GAPPO」
は、学生の皆さんが全員加入してい
る学生健康保険互助会の活動を盛り
上げるため、健康に配慮し、かつ安

き ら りシリーズ 課外活動

本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、
硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブとしています。

初心者でもすぐに滑れるように教えます

基礎スキーをメインに活動

ホワイトラバーズ
スキー同好会

　ホワイトラバーズスキー同好会は
今年創部40年を迎える歴史ある
サークルで、基礎スキーと呼ばれる

硬式野球部

東都大学野球連盟の秋季リーグ
戦が9月6日から10月19日ま

での約1カ月間、各大学のグラウン
ドで行われました。
　春季のリーグ王者として迎えた秋
季でしたが、結果は4位（5勝7敗／

勝ち点2）に終わり、2季連
続優勝はなりませんでした。
　しかし、外野手の本間諒

（法4・関東一高）が3割2分
6厘という高打率で打撃部
門4位、黒木優太（法2・橘
学苑高）が驚異の防御率
1.62で投手部門3位と今後
につながる大活躍を見せま
した。また、この秋季リー
グ戦を最後に、学生野球を
終える4年生が奮闘し、下級
生に大きな財産を残してく

れました。
　立正大学野球場で試合が行われた
際には大変多くの方に足を運んでい
ただき、感謝申し上げます。来季も
よろしくお願いします。

来
シ
ー
ズ
ン
こ
そ
関
東
大
学
リ
ー
グ
へ

販売時には行列ができる「がっぽランチ」

最終節の立正イレブン

先制点を挙げ、喜び合う4 年生

3 割 2 分 6 厘という高打率を残した本
間諒（法 4・関東一高）

投手部門 3 位の成績を挙げた黒木優太（法
2・橘学苑高）。来季以降が楽しみです

2
年
生
ピ
ッ
チ
ャ
ー
が
大
活
躍

　2012年に創部50周年を迎えた
吹奏楽部は、9月21日に第54回東
京都吹奏楽コンクール大学の部に
出場しました。この大会では上位1
団体のみが東京都支部代表として
全日本吹奏楽コンクール（全国大
会）に推薦されます。
　部員たちは1997年以来の全国
大会出場を目指して演奏。全国大
会出場は惜しくもかないませんで
したが、創部初の快挙となる2年連

続での金賞受賞となりました。

コンクールでの演奏直後の様子。充実感あふれる表情がそろいました

　籠球部女子の大島瑞紀さん（社会福祉学部社会
福祉学科4年、私立明秀学園日立高等学校出身）が、
第64回関東大学女子バスケットボールリーグ戦3
部リーグで、得点王に輝きました。1試合平均で
22得点を挙げており、その得点能力の高さは折
り紙付きです。

来季にご期待ください！

吹奏楽部 東京都吹奏楽コンクールで金賞受賞！

トピックスク ラ ブ

得点王、おめでとう
ございます

まさに白銀の世界。気持ちいいですよ

合宿では丸1日集中して、新企画を考えました

①専修大 ９勝３敗 勝率７割５分０厘 勝ち点４

②東洋大 ９勝６敗 勝率６割０分０厘 勝ち点４

③日本大 ７勝５敗 勝率５割８分３厘 勝ち点３

④立正大 ５勝７敗 勝率４割１分７厘 勝ち点２

⑤国士大 ５勝８敗 勝率３割８分５厘 勝ち点１

⑥東農大 ３勝９敗 勝率２割５分０厘 勝ち点１

硬式野球部

東都２部秋季リーグ

①朝鮮大 ９勝３敗６分 勝ち点３３

②國學院大 １０勝５敗３分 勝ち点３３

③明治学院大 １０勝５敗３分 勝ち点３３

④山梨学院大 ９勝６敗３分 勝ち点３０

⑤立正大 ８勝７敗３分 勝ち点２７

⑥亜細亜大 7勝６敗５分 勝ち点２６

⑦成蹊大 ６勝８敗４分 勝ち点２２

⑧大東文化大 ６勝９敗３分 勝ち点２１

⑨東京大 ４勝１１敗３分 勝ち点１５

⑩東京経済大 ２勝１１敗５分 勝ち点１１

サッカー部

東京都大学サッカー
１部リーグ戦【後期】

大学女子ラグビー界を牽引する顔触れです

代表選手を輩出できるよう
に、活動しています。

①流通経済大 ６勝１敗 勝ち点２５

②東海大 ６勝１敗 勝ち点２５

③法政大 ５勝２敗 勝ち点２２

④大東文化大 ４勝３敗 勝ち点１９

⑤中央大 ３勝４敗 勝ち点１６

⑥山梨学院大 ２勝５敗 勝ち点１３

⑦日本大 ２勝５敗 勝ち点１３

⑧立正大 ０勝７敗 勝ち点７

ラグビー部

関東1部リーグ戦

注
目
集
め
る
女
子
チ
ー
ム

課外活動情報
を 募  集  中！

（左より）ドラムメジャー兼学生指揮者
の岡安美紀さん（地球環境科学部環
境システム学科 4 年）、部長の佐久間
彩さん（文学部社会学科 4 年）、副部
長の小田嶋琴子さん（社会福祉学部
社会福祉学科 4 年）

籠球部女子
大島瑞紀さんが得点王に！

気迫あふれる突進
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橘花祭「結実」
11月2日〜3日

星霜祭「Message」
11月1日〜3日

期間中は演劇・音楽・ダンス系サー
クルのライブや文化系サークルの展
示発表、模擬店、アーティストライ
ブなどを多彩に展開。大勢の来場者
に楽しんでいただきました。
　橘花祭は今回、メインステージを

学生広場に移すとともに、ホームカ
ミングデーも同日に開催されまし
た。また、学生健康保険互助会還元
事業として、品川キャンパスでは女
優の河北麻友子氏による講演が行
われました。

　昨年11月、品川キャンパスでは
「結実」をテーマに橘

きっ

花
か

祭
さい

が、熊谷
キャンパスでは「Message」をテー
マに星

せい

霜
そう

祭
さい

が、それぞれ華やかに開
催されました。
　両キャンパスとも、大学祭の開催

タピオカジュースを販売する模擬店 鉄道同好会＝REX＝によるジオラマ。鉄道ファ
ンにはたまりません

子どもと触れ合う星霜祭実行委員会のメンバー
たち

現代写真研究部の展示風景

応援指導部のチアリーダーと吹奏楽部がコラボ。目と耳の両方で楽しめるパ
フォーマンスを展開しました

抜けるような青空の下で開催された星霜祭

品川と熊谷で、 大 学 祭 開 催 ！

仏教学部仏教学科3年

武
た け

居
い

穂
ほ

浪
な み

さん（長野県立岡谷東高等学校出身）

　母は養護学校の教員で、私は毎年夏休みに母の職場の手伝
いをしています。そんな私の夢は母のようになることです。障
がい児童に対して、とても教育熱心で思いやりのある母の背
中をずっと見てきたため、強くそう思うようになりました。
　その夢に一歩近づこうと、今年は東京都の特別支援学校の
インターンシップに参加させていただきました。インターンシッ
プで学んだことは大変プラスになりました。
　そうした経験や、大学で受講している教職課程、その他の
資格について学習したことを生かし、憧れの仕事に就けるよう、
これからも一日一日を大切にしていきます。

　品川キャンパスを隅々まで歩
いていたとき、地面のタイルが
黒くなっている場所を発見しま
した。近づいて観察してみると、
タイルにコケが生えていました。
コケはなぜこのように生えてい
るのでしょうか。日差しの関係
でこうなってしまったのか、タ
イルの下に何かがあるのか……。
原因はわかりませんが、不思議
な光景であることは間違いあり
ません。気になった方はぜひ一
度見に行ってみてください。

タ
イ
ト
ル
「
謎
の
境
界
線
」

撮
影
場
所
：
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
7
号
館
と
8
号
館
の
間

酒井えりなさん
（心理学部対人・社会心理学科4年）学生記者レポート学生記者レポート

　今、熊谷キャンパスでは6人の外
国人留学生が日本語を勉強してい
ます。
　ケニアからドリスさん、中国から
任珊さん、チリからシャリティエさ
ん、ニュージーランドからベイリー

　「韓国仏教」についての現地調査
や語学力向上を目的に、昨夏3週間
の韓国研修へ1人で出かけた笠間貴
美子さん。一昨年の夏にも大学の語
学研修制度を利用し、本学と提携し
ている東国大学（ソウル）で学んだ。
　韓流ドラマや韓国の音楽に興味が
あったこともあり、韓国語の学習を

さん、フィリピン
からジェレマイ
ヤーさん、フィン
ランドからメリナ
さんが来てくれま
した。計6カ国か
ら成る国際色豊か
なクラスです。
　そんな彼ら、彼女らは授業の一環
として新聞を作成しています。「五
大陸便り」というタイトルで現在第
2号まで発行され、第3号がもうじ
き発行されます。第1号は出身国の
紹介、第2号は料理レシピについて
まとめました。出来上がった新聞は
国際交流課の前に掲示してありま

大学１年生から独
学で始めた。今で
は一人旅ができる
までに上達した韓
国語だが、日本で
は使う機会が少な
いため、家族との会話の中で韓国語
を使って答えたり、インターネット

でコミュニケーションを
とったりするよう心がけて
いるという。
　「もともと新しいことに
チャレンジするのは好きで
はありませんでした。でも、
今回のプログラムに参加し
て正解でした。一人旅なの
で迷うこともありましたが、

それを含めてすべて楽しめたからで
す。新しい自分を発見できました」
と嬉しそうに話す。
　「立正大学は事務の方も本気で向
き合ってくれて、求めた以上に応え
てくれます。ここまでサポート体制
が整っている大学なのだから、在学
中は長期で取り組めることにチャレ
ンジするとよいのでは」とメッセー
ジをくれた。

（神奈川県立厚木東高等学校出身）

外国人留学生紹介

笠間貴美子さん（仏教学部仏教学科4年）

「五大陸便り」をみんなで作成

「韓国仏教」の現地調査へ

ホームステイ先の方が連れて行ってくれた龍宮寺（釜山）

海外個人研修制度（個人企画型）を利用

紅葉したモミジをアクセサリー代わりに

両班の集落だった良洞村（慶州）写真：経営学部経営学科 3 年　菅家優介

す。皆さん、ぜひ留学生が作った新
聞を読んでみてください。
　年齢の近い皆さんと会話をするこ
とが、留学生にとっては非常に勉強
になります。もしキャンパスで見か
けたら、積極的に話しかけてあげて
ください。皆さんにとっても良い経
験になると思います。

（左から）メリナさん、ドリスさん、ベイリーさん、任珊さん、シャリティ
エさん、ジェレマイヤーさん。ベイリーさんはハロウィーンパーティー
直後のため仮装しています

今年も大勢の来場者でにぎわう

品川キャンパス

熊谷キャンパス
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　「人前で自分の能力を最大限に発揮したい」という目標を秘めて、カ
ナダでの2週間のインターンシップに参加した清水ありささん。幼少の
ころから洋楽を通じて英語に親しんできたため、語学に関して自信は
あった。だが、いざ現地で周りの学生や外国人たちと接してみると、自
分の英語力の乏しさを実感したという。
　「悔しかったです。それを糧にして、前半1週間に設けられた英語ス
キルアップ授業には誰にも負けない気持ちで取り組みました」と真剣
な表情で振り返る。
　また、清水さんには「海外の雰囲気になじめるか」という不安もあっ
た。ところが、インターンシップ先は日本と違って厳しい上下関係が
なく、お互いに意見が言い合えるフランクな関係の職場だった。「職場

インターンシップ経験をい
きいきと話してくれました

128vol.News 2015
1.1
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で使ったネームプレートの写
真は、みんな笑ってるんです。
そのネームプレートのおかげ
で職場が明るくなっているよ
うに感じました」
　「自分の肌で世界を感じ、
興味のある分野には積極的に
働きかけることが大事だと思います。そうすることで、磨かれる部分
は絶対にあるはず」と、メッセージを語る清水さんの姿はとてもいき
いきしていた。（私立山村学園高等学校出身）
（文・学生記者　経営学部経営学科1年上田英智、文学部哲学科1年岩戸あすか、文学部文学科1年星美槻）

12

ホームカミングデーでの受注販売風景。自分たちの努力が試されます権田酒造株式会社社長・権田清志氏（左端）から日本酒造りについ
てのレクチャーを受ける参加学生たち

みんなで力を合わせてつくりました 試飲会を何度も行い、飲んだ方々の意見を商品に反映させました

日本酒プロジェクトに学生10名が参加

INTERVIEW

お世話になったホストファミリー（左）と現地スタッフ

「立正大学オリジナル日本酒を造りました」

世界を感じ“自分を磨く”
「興味のある分野には積極的な働きかけを」
清
し

水
みず

ありささん（経済学部経済学科3年）
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地元産学連携により
新カクテル「地酒サワー」を開発、販売

営学部経営学科の吉田健太
郎准教授のゼミに所属する

20歳以上の2、3年生が、お酒の
割り材「ハイサワー」を販売する
株式会社博水社さま（目黒区）と
キリンビールのグループ会社・株

式会社永昌源さま（品川区）との
地元産学連携で、目黒・品川区限
定の若者向け新カクテル「地酒サ
ワー」を共同開発しました。
　昨年4月、「商品開発チーム」（テ
イスト、アンケート）と「販促チー
ム」（SNS発信、POP・ポスター
制作）に分かれて作業をスタート
しました。5月から7月にかけて「五
反田ブラジル祭」で一般向け試飲
会を開催。さらに、学内などで20
歳以上を対象に試飲会やアンケー
ト調査を6回ほど実施しました。
　また、学生の発案で、商品のス

経

業後に社会
で求められ
る人間力」
「他者と一
緒に目標を
達成できる
協働力」を
身につける
ことを目的
に、昨年に
続いて展開
されました。
　販売までやり遂げた参加学生は
「主体的にプロジェクトを進めるこ
とのやりがい」や「意見の異なる
人と同じ目標に向かうための協調
性の大切さ」などを学ぶことがで
きたと、達成感あふれる感想を口
にしていました。

学の学生10名が「日本酒製
作プロジェクトチーム」を

結成し、立正大学オリジナル日本
酒の企画、製作、販売に取り組み
ました。
　商品コンセプトやネーミング、
味の配合などを協議し、試行錯誤
の末に「立笑（りっしょう）」と「り
すの盃（さかずき）」の2銘柄を完
成。商品は11月2日の橘花祭（詳
細は11面参照）で開催されたホー
ムカミングデーにてお披露目され、
学生自らが商品説明、販売を行い、
来場者から多くの好評の声をいた
だきました。
　このプロジェクトは学部の垣根
を越えて集まった学生が、熊谷市
で唯一の日本酒メーカーである権
田酒造株式会社さまと連携し、「卒

トーリー作りのヒントを見つけに、
永昌源「杏露酒」のあんずの里・
長野県を現地調査。そのほか、キ

お酒が完成し、昨年10月から地元
の飲食店（目黒・品川区限定）で
販売されています。

リンビール横浜工場を見学しまし
た。
　学生たちの奮闘の末、2種類の

キャッチは？　ビジュアルは？　ポスターも自
分たちで制作

本

生保険委員会（ガッポ）では
11月11日 ～ 14日（8時30

分～なくなるまで）、「GAPPOブ
レックファスト」と題して、熊谷キャ
ンパスで朝食を無料配布しました。
　脳にしっかり栄養を行き渡らせ、
頭がすっきりした状態で授業に臨
めるようにするため、野菜ジュー
スとコッペパン100セットを提供。
各日とも同委員会の学生たちが配

布し、連日10分ほどでなくなるほ
どの盛況ぶりでした。
　また、同26日には本学硬式野球
部の小山啓太トレーナーを講師に、
「GAPPOエクササイズ」という体
幹トレーニングを盛り込んだ講演
会を実施しました。
　さらに、12月には「アルコール
パッチテスト」を実施。自分の体
質を理解し、過度な飲酒の防止に

学生保険委員会

学

つなげる活動など、多岐にわたる
活動を行っています。

※�学生保険委員会の活動は10面でも紹介し
ています。

「GAPPOエクササイズ」で健康な
体づくりを指導

無料配布GAPPOブレックファスト

本格的な商品が完成しました


